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養老町の子育て支援アプリ

養老町の子育てサイト

乗って守ろう
養老鉄道

妊娠から出産、育児までを
フルサポート！

子育てに関する情報が満載！

養老町防災行政情報
■養老町防災アプリ
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■養老町の防災情報メール配信

　５月下旬から６月上旬にかけて、町内小・中学
校において、運動会と体育大会が開催されました。
　高田中学校では「声～限界を越え、笑顔でやり
きる～」をスローガンに掲げ、出場する競技には
全力で臨み、出場しない競技では声を出して出場
選手を応援しました。体育大会の後は、全員が全
力を出し切り、勝ち負けに関係なく笑顔を浮かべ
ていました。

全力出し切り、浮かべた笑顔

　７月16日（火）に池辺小学校の４年生児童が、県西濃農林事務所実施の「ぎふ田んぼの学校活動事業」において、県水産研究所研究員
らの指導のもと、小学校付近の農業用水路にて生き物を捕まえました。スジシマドジョウやナマズなど、捕まえた生き物を図鑑を見
ながら種類ごとに分け、細かく観察しました。
　児童は興味津々で水質検査や生き物の観察を行い、農業や田んぼが果たす役割や、多様な生き物が生息できる環境の大切さについ
て学びました。

田んぼで
　　生き物捕まえた!
田んぼで
　　生き物捕まえた!
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　６月９日（日）に町民会館で少年の主張審査会が行われま
した。小学生の部は、「自慢の養老町」と題し、人口減少が
問題になっていると感じる中でも地域との繋がりを深めて
いくことを大切にしたいという思いを発表した上多度小学
校６年生の田中杏里紗さんが、中学生の部は、家族への思
いや命の大切さについて触れ、失ってから気付いても遅い
「かけがえのないもの」への思いを発表した東部中学校３年
生の川瀨詩乃さんが最優秀賞に選ばれました。
　発表者全員が、自分の感じたことや伝えたい気持ちな
ど、それぞれの思いを堂々と主張し、聞いている人たちの
心に訴えかける素晴らしい発表でした。

　６月24日(月)と27日（木）に大垣養老高等学校 環境科学
科 ２年生の生徒により、環境美化活動として宮の森公園
の樹木の剪定が行われました。この活動は総合実習の授業
として行われ、これまでに授業で学んだことを実践し、地
域のために活かすことで地域貢献に繋げていきたいという
生徒たちの思いが込められて実現しました。
　同校の大石真一先生は「宮の森公園の樹木の剪定は、実
践的な学習とすることができるだけでなく、加えて自分た
ちが普段からお世話になっている地域への貢献にも繋がる、
とても有意義な取り組みだと思います。今後も町や地域と
手を取り合って、地域のためになる活動を継続的に行って
いきたいと思います」と話しました。

手を取り合って地域を美しく手を取り合って地域を美しくわたしたちの感じること、伝えたいことわたしたちの感じること、伝えたいこと

　６月19日（水）に岐建株式会社より、トイレットペーパー
100個を寄附いただきました。同社は福祉施設と協力し、
現場事務所で発生した古紙をトイレットペーパーとして再
利用する取り組みを行っており、このトイレットペーパー
は令和５年度東海環状自動車道盛土工事の際に発生した古
紙を再利用して作られたものです。
　同社の梶田隼人さんは「地域住民の協力により、工事を
順調に進めることができたので、感謝を込めて今年もトイ
レットペーパーを寄附しました。これに併せ、今年は上多
度小学校と一緒にＳＤＧｓについて学び、トイレットペー
パー 300個を寄附しました」と話しました。
　寄附いただいたトイレットペーパーは町内の公共施設な
どにおいて使用します。

　教育環境の整備を支援するとともに町制施行70周年を記
念し、株式会社アクセス（大垣市）より、企業版ふるさと納
税制度を活用して200万円を寄附いただきました。同社か
らは令和２年から継続して寄附をしていただいています。
　６月26日（水）に上田淳太郎代表取締役が川地憲元町長を
訪問し、「自分の生まれたまちのためにできることを、今
後も継続していきたいです。子どもたちを取り巻く環境の
変化、少子化による教育や学校のあり方の見直しなど、課
題が多くあると思います。このまちの未来を創っていく子
どもたちの教育に役立ててください」と話しました。
　いただいた寄附金は、学校施設の整備など、子どもたち
の教育のために活用させていただきます。

捨てればごみ、再利用して資源に捨てればごみ、再利用して資源に このまちの未来を創る子どもたちへこのまちの未来を創る子どもたちへ

　６月23日（日）に福源寺（室原）において、養老町北尾春圃
顕彰会の主催で北尾春圃顕彰法要が行われました。北尾春
圃は室原に生まれ、江戸時代の名医として知られた人物で
す。その腕前は「診察待ちの人々で門前に市場ができるほ
どであった」「仙台藩が春圃を召し抱えたいと申し出たとき、
それを惜しんだ大垣藩主が多くの蔵米を与えてとどまらせ
た」といった逸話が残っています。また、名医であるとと
もに学者でもあり、11種に及ぶ書物を出版しました。
　雨のため、会は福源寺の本堂内で行われ、北尾春圃の偉
業をたたえるとともに、顕彰会の田中頼彦会長からの追悼
の詞、参加者一同による読経や焼香、合掌により冥福を祈
りました。

名医　北尾春圃の偉業をたたえて名医　北尾春圃の偉業をたたえて

　７月１日（月）に養老の滝前広場において、夏の観光シー
ズンの始まりを告げる養老の滝開き式が町観光協会の主催
で開催されました。滝開き式は、1924年（大正13年）から
始まり、100年を迎えた伝統行事です。
　激しい雨が降る中、養老へ訪れる観光客の安全や招福を
祈願して、住職による読経と献香が行われ、山伏姿の修験
者が四方に破魔矢を射ました。その後で、護摩壇に火がた
かれ、滝の水が酒になったという孝子伝説にちなみ、竹に
入れて護摩の火で清められた日本酒「不老長寿の笹酒」が見
物客に振る舞われました。式の最後には、養老の滝の滝壺
で手筒花火師「瓢」による手筒花火も披露され、観客を魅了
しました。

　６月28日(金)に養老町在住で大垣養老高等学校長の西脇
勝己さんが自衛官募集相談員として委嘱されました。自衛
官募集相談員とは、入隊希望者への募集情報の提供や自衛
隊募集行事の案内など自衛隊員の確保のために活動し、市
町村長と自衛隊と地方協力本部長との連名で委嘱されます。
　西脇さんは「戦争をしない世の中を作ることは、国防と
教育に共通する理念だと思います。岐阜県内の高校生に国
防の大切さを伝えていきたいです」と意気込みを話し、寺
西竜哉自衛隊岐阜地方協力本部長は「近年、自衛隊入隊者
が減ってきています。岐阜県でも多くの人に自衛隊に興味
を持ってもらえるよう活躍を期待しています」と話しまし
た。

　６月９日（日）に揖斐川養老大巻水防拠点（大巻地内揖斐
川右岸堤）において水防訓練を実施しました。町へ大雨洪
水警報（浸水害）が発令されたという想定のもと、参加者は
２つの班に分かれ、各班で土のうを作成した後、堤防に発
生した漏水箇所への対応方法である「月の輪工」、堤防を越
水した場合への対応方法である「積土のう工」の２工法を実
施しました。また、訓練には国土交通省　中部地方整備局
の協力により災害対策車両として照明車と排水ポンプ車が
派遣され、展示されました。
　水害発生時に迅速に対応し、町民の生命と財産を守るた
め、消防団員と町職員が協力して訓練に臨み、実践さなが
らの訓練となりました。

国を守るための力添え国を守るための力添え 備えあれば憂い無し備えあれば憂い無し

観光客の安全を祈願し、
100年を迎えた伝統行事
観光客の安全を祈願し、
100年を迎えた伝統行事
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の協力により災害対策車両として照明車と排水ポンプ車が
派遣され、展示されました。
　水害発生時に迅速に対応し、町民の生命と財産を守るた
め、消防団員と町職員が協力して訓練に臨み、実践さなが
らの訓練となりました。

国を守るための力添え国を守るための力添え 備えあれば憂い無し備えあれば憂い無し

観光客の安全を祈願し、
100年を迎えた伝統行事
観光客の安全を祈願し、
100年を迎えた伝統行事

小学生の部　最優秀賞　田中杏里紗さん小学生の部　最優秀賞　田中杏里紗さん 中学生の部　最優秀賞　川瀨詩乃さん中学生の部　最優秀賞　川瀨詩乃さん
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　７月１日（月）に絵手紙サークル　えのころ草の会より子育て支援事業に対して23,500円を寄附していただきました。い
ただいた寄附金は、子育て世帯への支援のために有効に活用します。

　交通事故を防止するために、町や警察署などと連携して
尽力してきた交通安全活動への功績が認められ、優良交通
安全協会（支部）表彰を受彰した養老地区交通安全協会の西
脇武敏協会長と細川貞夫副協会長が７月４日（木）に川地憲
元町長を訪問しました。同協会は小学校への交通安全指導
をはじめ、地区内の危険箇所点検、交差点での街頭啓発指
導など、交通事故根絶に向けて地道な活動を継続していま
す。
　西脇協会長は「交通事故防止対策に特効薬はありません。
事故をなくしていくために、これからも地道に活動を続け
ていきたいと思います」と交通事故根絶に向けて意気込み
を話しました。

　犯罪や非行をした人たちの更生について理解を深め、そ
れぞれの立場において力を合わせ、安全で安心な明るい地
域社会を築くために、全国的に実施されている「社会を明
るくする運動」を推進するため、７月７日（日）にザ・ビッ
グ養老店にて啓発活動を行いました。
　啓発活動には、養老保護区保護司会と養老地区更生保護
女性会、大垣養老高等学校ＭＳリーダーズを代表してバス
ケットボール部の１年生が参加しました。参加者は、買い
物客らに対して呼びかけを行い、“犯罪や非行のない安心
で安全な地域社会を築くために、今、私たち一人ひとりに
求められていること”について考える機会としてもらいま
した。

事故のないまちのために“地道な活動”実を結ぶ事故のないまちのために“地道な活動”実を結ぶ安心で安全な明るい地域社会を築くために安心で安全な明るい地域社会を築くために

あたたかい寄附をいただきましたあたたかい寄附をいただきました

　町人事行政の運営状況の公表に関する条例に基づき、次のとおり公表します。この条例は、前年度における町の職員
の採用や給与をはじめ勤務条件に関すること、さらに職員研修や福利厚生の状況に関することなどを公表することにつ
いて定めたものです。

　谷信さん（室原）が100歳の誕生日を迎えられ、６月27日
（木）に川地憲元町長から長寿のお祝い状とお祝い金が贈呈
されました。
　食事は好き嫌いをせず、毎日魚と納豆を食べているそう
です。以前は尺八の演奏やカラオケが趣味で、尺八は師範
の免許を持っているほどの腕前とのことでした。現在は、
たくさんの仲良しな家族に囲まれ、大好きな読書を楽しみ
ながら、とても幸せに過ごしていると笑顔で話してくれま
した。

　小寺千代子さん（押越）が100歳の誕生日を迎えられ、７
月２日（火）に川地憲元町長から長寿のお祝い状とお祝い金
が贈呈されました。
　60歳で定年を迎えるまで一生懸命に働いた後に、ロンド
ンやパリなどへの海外旅行や大正琴、籐工芸でのかご編み
など、たくさんの趣味に時間を費やしたそうです。今は、
施設でのんびりと過ごし、楽しい日々を送っているそうで
す。毎日、感謝を忘れずに生きていくことが大切なのだと
話してくれました。

ご長寿おめでとうございますご長寿おめでとうございます

令和５年度 養老町の人事行政の概要についてお知らせします！

１．職員の任免および職員数に関する状況　（単位：人）

２．職員の人事評価の状況

４．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

会　　場

主な増減理由区　分
一　般　行　政
消　　　防

教育委員会事務局
公営企業（上水道）など

合　　　計

職員数
166
66
21
23
276

区　分
職 員 数 （人）
構 成 比 （％）

主　事
24
18.5

主　任
28
21.5

主　査
18
13.9

係　長
15
11.5

課長補佐
24
18.5

課長・主幹
16
12.3

部　長
5
3.8

合　計
130
100

前年度比
0
3
0

△ 1
2

体制強化のための増

育休者復職に伴う補充減

③職員手当の状況

④一般行政職の級別職員数と構成比

区　分

扶 養 手 当

住 居 手 当
通 勤 手 当
期末勤勉手当

同じ

〃
〃
〃

内　容 国の制度
配偶者6,500円、子1人につき10,000円、その他１人につき6,500円　
16歳から22歳までの子には5,000円加算
借家の場合　　　家賃の額に応じて最高28,000円まで
２ｋｍ以上 2,000円から距離に応じて支給
年間 4.5月分（６月期　2.2月、 12月期　2.3月）

区　分
勤 務 時 間

休 暇 制 度

８時30分から17時15分まで （休憩時間を除き７時間45分勤務、職種・職場により異なります）
年次有給休暇
特別休暇
介護休暇

内　容

１年につき20日間付与　（令和５年中平均取得日数 12.1日）
夏季休暇（３日）、産前産後休暇、慶弔休暇（１～７日）、ボランティア休暇（５日） など
職員と同居する親族を２週間以上にわたり介護する場合（６カ月以内）

10．職員の福祉および利益の保護の状況
区　分 加入団体

福 利 厚 生

    

公 務 災 害

県市町村職員共済組合

町職員互助会

地方公務員災害補償基金

民間企業の健康保険に相当する短期給付や、厚生年金に相当する長期給付をはじめ、
福祉事業（保健事業や貸付事業）を行うもの
相互共済を目的に、職員が負担する会費などにより組織しているもので、結婚祝金
や弔慰金などの給付を行うもの
地方公務員災害補償法に基づく療養補償や休業補償などを行うもの

内　容

５．職員の休業に関する状況

６．職員の分限および懲戒処分の状況
７．職員の服務の状況
８．職員の退職管理の状況　　　　　　　　　　

令和５年度は、分限処分（休職）が６件、懲戒処分（減給）が３件ありました。
令和５年度は、服務義務違反はありませんでした。
令和４年度に退職した課長級以上の職員４人のうち、再就職をしたことを把握している者は、
再任用職員４人でした。

区　分
育児休業（無給）
部 分 休 業

３歳に満たない子を養育する場合　（令和５年度中育児休業取得者 15人）
小学校就学前までの子を養育する場合（上限 １日２時間）　（令和５年度中部分休業取得者 ６人）

町主催の研修
新規採用職員を対象とした「初任者研修」をはじめ、主任級・主査級の職員を対象とした「官製
談合防止法等研修」、係長以上の職員を対象とした「コンプライアンス研修」、管理職職員を対
象とした「不当要求に関する研修」などを実施
市町村研修センターなどで開催される研修
職務・職階に応じた研修をはじめ専門研修などがあり、職務遂行能力などの向上を図るために
受講

内　容

９．職員の研修の状況
区　分 受講者数

内 部 研 修

外 部 研 修

261人

119人

内　容

３．職員の給与の状況　（令和５年４月１日現在）

平均年齢区　分
一般行政職

平均給料月額
295,100円 40.6歳

　前年度の業績評価および能力・態度評価の結果を、勤勉手当と定期
昇給に反映させました。

①職員の平均給料月額および平均年齢

会　　場 採用２年後区　分

一般行政職

初任給
大学卒
高校卒

196,200
166,600

206,600
174,900

②職員の初任給の状況（改定後）

■問 総務課　☎32-1101

区　分
町　　長
副 町 長
教 育 長

給料月額
744,000円
637,000円
540,000円

⑤特別職の給料・報酬の状況
区　分
町議会議長
町議会副議長

報酬月額
320,000円
285,000円

区　分
町議会議員

報酬月額
265,000円
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　７月１日（月）に絵手紙サークル　えのころ草の会より子育て支援事業に対して23,500円を寄附していただきました。い
ただいた寄附金は、子育て世帯への支援のために有効に活用します。

　交通事故を防止するために、町や警察署などと連携して
尽力してきた交通安全活動への功績が認められ、優良交通
安全協会（支部）表彰を受彰した養老地区交通安全協会の西
脇武敏協会長と細川貞夫副協会長が７月４日（木）に川地憲
元町長を訪問しました。同協会は小学校への交通安全指導
をはじめ、地区内の危険箇所点検、交差点での街頭啓発指
導など、交通事故根絶に向けて地道な活動を継続していま
す。
　西脇協会長は「交通事故防止対策に特効薬はありません。
事故をなくしていくために、これからも地道に活動を続け
ていきたいと思います」と交通事故根絶に向けて意気込み
を話しました。

　犯罪や非行をした人たちの更生について理解を深め、そ
れぞれの立場において力を合わせ、安全で安心な明るい地
域社会を築くために、全国的に実施されている「社会を明
るくする運動」を推進するため、７月７日（日）にザ・ビッ
グ養老店にて啓発活動を行いました。
　啓発活動には、養老保護区保護司会と養老地区更生保護
女性会、大垣養老高等学校ＭＳリーダーズを代表してバス
ケットボール部の１年生が参加しました。参加者は、買い
物客らに対して呼びかけを行い、“犯罪や非行のない安心
で安全な地域社会を築くために、今、私たち一人ひとりに
求められていること”について考える機会としてもらいま
した。

事故のないまちのために“地道な活動”実を結ぶ事故のないまちのために“地道な活動”実を結ぶ安心で安全な明るい地域社会を築くために安心で安全な明るい地域社会を築くために

あたたかい寄附をいただきましたあたたかい寄附をいただきました

　町人事行政の運営状況の公表に関する条例に基づき、次のとおり公表します。この条例は、前年度における町の職員
の採用や給与をはじめ勤務条件に関すること、さらに職員研修や福利厚生の状況に関することなどを公表することにつ
いて定めたものです。

　谷信さん（室原）が100歳の誕生日を迎えられ、６月27日
（木）に川地憲元町長から長寿のお祝い状とお祝い金が贈呈
されました。
　食事は好き嫌いをせず、毎日魚と納豆を食べているそう
です。以前は尺八の演奏やカラオケが趣味で、尺八は師範
の免許を持っているほどの腕前とのことでした。現在は、
たくさんの仲良しな家族に囲まれ、大好きな読書を楽しみ
ながら、とても幸せに過ごしていると笑顔で話してくれま
した。

　小寺千代子さん（押越）が100歳の誕生日を迎えられ、７
月２日（火）に川地憲元町長から長寿のお祝い状とお祝い金
が贈呈されました。
　60歳で定年を迎えるまで一生懸命に働いた後に、ロンド
ンやパリなどへの海外旅行や大正琴、籐工芸でのかご編み
など、たくさんの趣味に時間を費やしたそうです。今は、
施設でのんびりと過ごし、楽しい日々を送っているそうで
す。毎日、感謝を忘れずに生きていくことが大切なのだと
話してくれました。

ご長寿おめでとうございますご長寿おめでとうございます

令和５年度 養老町の人事行政の概要についてお知らせします！

１．職員の任免および職員数に関する状況　（単位：人）

２．職員の人事評価の状況

４．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

会　　場

主な増減理由区　分
一　般　行　政
消　　　防

教育委員会事務局
公営企業（上水道）など

合　　　計

職員数
166
66
21
23
276

区　分
職 員 数 （人）
構 成 比 （％）

主　事
24
18.5

主　任
28
21.5

主　査
18
13.9

係　長
15
11.5

課長補佐
24
18.5

課長・主幹
16
12.3

部　長
5
3.8

合　計
130
100

前年度比
0
3
0

△ 1
2

体制強化のための増

育休者復職に伴う補充減

③職員手当の状況

④一般行政職の級別職員数と構成比

区　分

扶 養 手 当

住 居 手 当
通 勤 手 当
期末勤勉手当

同じ

〃
〃
〃

内　容 国の制度
配偶者6,500円、子1人につき10,000円、その他１人につき6,500円　
16歳から22歳までの子には5,000円加算
借家の場合　　　家賃の額に応じて最高28,000円まで
２ｋｍ以上 2,000円から距離に応じて支給
年間 4.5月分（６月期　2.2月、 12月期　2.3月）

区　分
勤 務 時 間

休 暇 制 度

８時30分から17時15分まで （休憩時間を除き７時間45分勤務、職種・職場により異なります）
年次有給休暇
特別休暇
介護休暇

内　容

１年につき20日間付与　（令和５年中平均取得日数 12.1日）
夏季休暇（３日）、産前産後休暇、慶弔休暇（１～７日）、ボランティア休暇（５日） など
職員と同居する親族を２週間以上にわたり介護する場合（６カ月以内）

10．職員の福祉および利益の保護の状況
区　分 加入団体

福 利 厚 生

    

公 務 災 害

県市町村職員共済組合

町職員互助会

地方公務員災害補償基金

民間企業の健康保険に相当する短期給付や、厚生年金に相当する長期給付をはじめ、
福祉事業（保健事業や貸付事業）を行うもの
相互共済を目的に、職員が負担する会費などにより組織しているもので、結婚祝金
や弔慰金などの給付を行うもの
地方公務員災害補償法に基づく療養補償や休業補償などを行うもの

内　容

５．職員の休業に関する状況

６．職員の分限および懲戒処分の状況
７．職員の服務の状況
８．職員の退職管理の状況　　　　　　　　　　

令和５年度は、分限処分（休職）が６件、懲戒処分（減給）が３件ありました。
令和５年度は、服務義務違反はありませんでした。
令和４年度に退職した課長級以上の職員４人のうち、再就職をしたことを把握している者は、
再任用職員４人でした。

区　分
育児休業（無給）
部 分 休 業

３歳に満たない子を養育する場合　（令和５年度中育児休業取得者 15人）
小学校就学前までの子を養育する場合（上限 １日２時間）　（令和５年度中部分休業取得者 ６人）

町主催の研修
新規採用職員を対象とした「初任者研修」をはじめ、主任級・主査級の職員を対象とした「官製
談合防止法等研修」、係長以上の職員を対象とした「コンプライアンス研修」、管理職職員を対
象とした「不当要求に関する研修」などを実施
市町村研修センターなどで開催される研修
職務・職階に応じた研修をはじめ専門研修などがあり、職務遂行能力などの向上を図るために
受講

内　容

９．職員の研修の状況
区　分 受講者数

内 部 研 修

外 部 研 修

261人

119人

内　容

３．職員の給与の状況　（令和５年４月１日現在）

平均年齢区　分
一般行政職

平均給料月額
295,100円 40.6歳

　前年度の業績評価および能力・態度評価の結果を、勤勉手当と定期
昇給に反映させました。

①職員の平均給料月額および平均年齢

会　　場 採用２年後区　分

一般行政職

初任給
大学卒
高校卒

196,200
166,600

206,600
174,900

②職員の初任給の状況（改定後）

■問 総務課　☎32-1101

区　分
町　　長
副 町 長
教 育 長

給料月額
744,000円
637,000円
540,000円

⑤特別職の給料・報酬の状況
区　分
町議会議長
町議会副議長

報酬月額
320,000円
285,000円

区　分
町議会議員

報酬月額
265,000円
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　マイナンバーカードの申請、受け取り、電子証明書更新などの手続きについて、下記の日程で休日窓口を開設します。
休日窓口は完全予約制で、平日の８時30分から17時15分まで電話にて予約を受け付けします。

●８月の開設日
　開設日　８月11日（日）　　受付時間　９時～11時45分　　受付場所　住民環境課窓口
　※予約制ではありますが、手続きには１人あたり15分ほど時間を要しますので、時間に余裕をもってお越しください。

●持ち物　＜カ ー ド の 申 請＞　個人番号カード交付申請書（お持ちの人のみ）、通知カード、
　　　　　　　　　　　　　　　　本人確認書類
　　　　　＜カードの受け取り＞　交付通知書（はがき）、通知カード、住民基本台帳カードまたは
　　　　　　　　　　　　　　　　マイナンバーカード（お持ちの人のみ）、本人確認書類
　　　　　＜電子証明書更新、暗証番号再設定＞　マイナンバーカード

【マイナンバーカードに関する手続きについて】
※必ず本人が窓口にお越しください。
　なお、15歳未満の人または成年被後見人には、その法定代理人が同行してください。
※マイナンバーカードの申請や受け取り時に暗証番号を記入していただきます。事前に暗証番号（英数字６桁以上16桁以
内および数字４桁）を決めておいてください。

【マイナンバーカードの申請について】
　スマートフォンやパソコンなどを使って、既に送付されている個人番号カード交付申請書のＱＲコードを読み取り、マ
イナンバーカードオンライン申請サイトにアクセスし、メールアドレスや顔写真などの必要事項を登録することでマイナ
ンバーカードの交付申請をすることができます。詳しくは「ＱＲコード付き交付申請書でマイナンバーカードをつくろ
う！ https://mynumbercard.soumu.go.jp」をご覧ください。

次回の休日窓口開設日は、９月８日（日）です。
　システムのメンテナンスなどで日時が変更になる場合があります。町ホームページでご確認ください。

マイナンバーカードに関する休日窓口を開設します

■督促状について
　町税などについて、納期限までに完納されない場合、地方税法において「納期限後20日以内に、督促状を発しなけれ
ばならない」と定められており、督促状が発送されます。
　納付後、金融機関から公金として入金されるまで日数(２日間～１週間程度)を要します。納付の時期によって、すで
に納付したものでも行き違いで督促状が発送されてしまう場合がありますので、ご了承ください。

■延滞金について
　納期ごとの納めるべき税金などが、その期限までに完納されない場合には納期限内に納付した人との公平性を保つた
め、納期限の翌日から納める日までの期間の日数に応じて一定の割合を乗じて計算した金額を、税額とあわせて納めて
いただかなければなりません。この金額のことを延滞金といいます。

督促状や延滞金が発生しないように、納期限内納付にご理解とご協力をお願いします。

督促状と延滞金について

■問 住民環境課　☎32－1104

■問 税務課　徴収推進室　☎32-5091

　“持続可能な循環生活” が広く定着していくことを願い、地域と一体になってごみ減量へ向けた取り組みをしています。
取り組みの一環として、広幡地域自治町民会議の皆さまを対象に、２回目の「生ごみ堆肥化セミナー」を開催しました。
セミナーでは、家庭での生ごみの堆肥化処理について疑問点を話し合い、ひとつずつ確認しながらＥＭボカシ作りを実践
しました。
Q 生ごみ堆肥は土の中の深いところに入れたらいいのでしょうか？
A 畦を切って浅いところに入れ、土とよく混ぜ、上から土を被せましょう

ＥＭボカシ堆肥の作り方
①生ごみは小さくして水分を十分に切る。（早めに処理する）
②ＥＭボカシを生ごみにまんべんなくかける。（夏場は多めに）
③空気に触れないようにしっかりふたをして密閉する。
④容器の下に溜まった液（発酵液）は毎日抜く。（発酵液は 1000 倍に希釈することで肥料になります。また、排水口にそ
のまま流すことでヌメリを取ることができます）

※生ごみの形はそのまま残りますが、土と混ぜることで分解し、土となります。（夏は 10日程度、冬は１カ月程度）

ＥＭボカシの効力
①生ごみなどの有機物の分解　②土壌微生物の活性化　③作物の活性化　④汚水の浄化

８　月

８日（木）・22日（木）

９　月

４日（水）・11日（水）・18日（水）

移動型スマホ教室「スマホなんでもサポート号」

■問 企画財政課　☎32-1102

　快適な車内で、少人数で実施するわかりやすいスマホ教室を開催します！
　機種や携帯会社に関係なく、スマホをお持ちでない人でも受講することができます。参加を希
望する教室を下記予約窓口にてお申し込みください。
　開催日は「スマホ相談窓口」も併設します。スマホに関するお困り事など、お気軽にご相談くだ
さい。

◆開催場所　町役場駐車場
◆開 催 日

◆申 込 先

◆開催時間／内容

スマホなんでもサポート号予約窓口 ☎（通話料無料）0800-111- 9442
※つながりにくい場合は、時間を空けてご連絡ください受付時間　９時～ 17時（土・日曜日、祝日も可）

時間 内　　　容 内　　　容定員

３人

３人

１組

定員

３人

３人

１組

13時30分～
14時30分

15時～
16時

11時～
12時

【使い方講座】スマホを触ってみよう！
（スマホとは？指の使い方、便利機能）

防災アプリなどの導入および設定支援
（養老町公式LINE・防災アプリ講座）

個別相談会（先着１組、最大３人まで）
（疑問・お困り事を集中的に解消）

LINEでコミュニケーション
トークについて、写真・スタンプの送り方、ビデオ通話の仕
方を学びます。※LINEが利用可能なスマホを持参ください。

個別相談会（先着１組、最大３人まで）
（疑問・お困り事を集中的に解消）

防災アプリなどの導入および設定支援
（町公式LINE・防災アプリ講座）

スマホ教室のお知らせ
（養老町ホームページ）

■問 生活と環境を考える会　☎32-2386　|　住民環境課　☎32-1104

　認知症になっても住み慣れた地域で安心して生活できるよう、認知症の人や認知症へ不安のある人、その家族、地域住
民、専門職など、皆さまが気軽に参加し集える場所として「認知症カフェ」を開催します。
　８月の開催日は下記のとおりです。内容などの詳細については各事業者へお問い合わせください。

開催日時および事業者
８月  9日(金)　14時～16時　船戸クリニック(船附)　               ☎36-0070
８月18日(日)　10時～12時　デイサービスこすもす花畑(有尾)　☎33-2137

認知症カフェに参加してみませんか

ＳＤＧｓ“持続可能な養老のまちづくり”

■問 健康福祉課　☎32-1105

ご報告
　６月28日（金）に開催した「生ごみ減量のための町民公開講座」には95人が参加しました。
　ごみが増えることによって環境破壊が進み、地球温暖化の影響による害虫の異常発生や長期的なゲリラ豪雨への対策
として株元を高くする、酸性雨の影響により酸性化した土壌を中和するために石灰を散布するなど、取り巻く環境の変
化に対応していくことが求められています。これ以上、地球の環境を破壊しないためにも、まず私たちと一緒に“自分た
ちでできること”を実践していきましょう。

※次世代のために住みやすい地球を守っていくために、地域ぐるみで「ごみ減量」に取り組みましょう。生活と環境を考える会では、「ご
み減量」の一助となるために出前講座を行っています。

好評につ
き、

定員に達
しました

。
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　マイナンバーカードの申請、受け取り、電子証明書更新などの手続きについて、下記の日程で休日窓口を開設します。
休日窓口は完全予約制で、平日の８時30分から17時15分まで電話にて予約を受け付けします。

●８月の開設日
　開設日　８月11日（日）　　受付時間　９時～11時45分　　受付場所　住民環境課窓口
　※予約制ではありますが、手続きには１人あたり15分ほど時間を要しますので、時間に余裕をもってお越しください。

●持ち物　＜カ ー ド の 申 請＞　個人番号カード交付申請書（お持ちの人のみ）、通知カード、
　　　　　　　　　　　　　　　　本人確認書類
　　　　　＜カードの受け取り＞　交付通知書（はがき）、通知カード、住民基本台帳カードまたは
　　　　　　　　　　　　　　　　マイナンバーカード（お持ちの人のみ）、本人確認書類
　　　　　＜電子証明書更新、暗証番号再設定＞　マイナンバーカード

【マイナンバーカードに関する手続きについて】
※必ず本人が窓口にお越しください。
　なお、15歳未満の人または成年被後見人には、その法定代理人が同行してください。
※マイナンバーカードの申請や受け取り時に暗証番号を記入していただきます。事前に暗証番号（英数字６桁以上16桁以
内および数字４桁）を決めておいてください。

【マイナンバーカードの申請について】
　スマートフォンやパソコンなどを使って、既に送付されている個人番号カード交付申請書のＱＲコードを読み取り、マ
イナンバーカードオンライン申請サイトにアクセスし、メールアドレスや顔写真などの必要事項を登録することでマイナ
ンバーカードの交付申請をすることができます。詳しくは「ＱＲコード付き交付申請書でマイナンバーカードをつくろ
う！ https://mynumbercard.soumu.go.jp」をご覧ください。

次回の休日窓口開設日は、９月８日（日）です。
　システムのメンテナンスなどで日時が変更になる場合があります。町ホームページでご確認ください。

マイナンバーカードに関する休日窓口を開設します

■督促状について
　町税などについて、納期限までに完納されない場合、地方税法において「納期限後20日以内に、督促状を発しなけれ
ばならない」と定められており、督促状が発送されます。
　納付後、金融機関から公金として入金されるまで日数(２日間～１週間程度)を要します。納付の時期によって、すで
に納付したものでも行き違いで督促状が発送されてしまう場合がありますので、ご了承ください。

■延滞金について
　納期ごとの納めるべき税金などが、その期限までに完納されない場合には納期限内に納付した人との公平性を保つた
め、納期限の翌日から納める日までの期間の日数に応じて一定の割合を乗じて計算した金額を、税額とあわせて納めて
いただかなければなりません。この金額のことを延滞金といいます。

督促状や延滞金が発生しないように、納期限内納付にご理解とご協力をお願いします。

督促状と延滞金について

■問 住民環境課　☎32－1104

■問 税務課　徴収推進室　☎32-5091

　“持続可能な循環生活” が広く定着していくことを願い、地域と一体になってごみ減量へ向けた取り組みをしています。
取り組みの一環として、広幡地域自治町民会議の皆さまを対象に、２回目の「生ごみ堆肥化セミナー」を開催しました。
セミナーでは、家庭での生ごみの堆肥化処理について疑問点を話し合い、ひとつずつ確認しながらＥＭボカシ作りを実践
しました。
Q 生ごみ堆肥は土の中の深いところに入れたらいいのでしょうか？
A 畦を切って浅いところに入れ、土とよく混ぜ、上から土を被せましょう

ＥＭボカシ堆肥の作り方
①生ごみは小さくして水分を十分に切る。（早めに処理する）
②ＥＭボカシを生ごみにまんべんなくかける。（夏場は多めに）
③空気に触れないようにしっかりふたをして密閉する。
④容器の下に溜まった液（発酵液）は毎日抜く。（発酵液は 1000 倍に希釈することで肥料になります。また、排水口にそ
のまま流すことでヌメリを取ることができます）

※生ごみの形はそのまま残りますが、土と混ぜることで分解し、土となります。（夏は 10日程度、冬は１カ月程度）

ＥＭボカシの効力
①生ごみなどの有機物の分解　②土壌微生物の活性化　③作物の活性化　④汚水の浄化

８　月

８日（木）・22日（木）

９　月

４日（水）・11日（水）・18日（水）

移動型スマホ教室「スマホなんでもサポート号」

■問 企画財政課　☎32-1102

　快適な車内で、少人数で実施するわかりやすいスマホ教室を開催します！
　機種や携帯会社に関係なく、スマホをお持ちでない人でも受講することができます。参加を希
望する教室を下記予約窓口にてお申し込みください。
　開催日は「スマホ相談窓口」も併設します。スマホに関するお困り事など、お気軽にご相談くだ
さい。

◆開催場所　町役場駐車場
◆開 催 日

◆申 込 先

◆開催時間／内容

スマホなんでもサポート号予約窓口 ☎（通話料無料）0800-111- 9442
※つながりにくい場合は、時間を空けてご連絡ください受付時間　９時～ 17時（土・日曜日、祝日も可）

時間 内　　　容 内　　　容定員

３人

３人

１組

定員

３人

３人

１組

13時30分～
14時30分

15時～
16時

11時～
12時

【使い方講座】スマホを触ってみよう！
（スマホとは？指の使い方、便利機能）

防災アプリなどの導入および設定支援
（養老町公式LINE・防災アプリ講座）

個別相談会（先着１組、最大３人まで）
（疑問・お困り事を集中的に解消）

LINEでコミュニケーション
トークについて、写真・スタンプの送り方、ビデオ通話の仕
方を学びます。※LINEが利用可能なスマホを持参ください。

個別相談会（先着１組、最大３人まで）
（疑問・お困り事を集中的に解消）

防災アプリなどの導入および設定支援
（町公式LINE・防災アプリ講座）

スマホ教室のお知らせ
（養老町ホームページ）

■問 生活と環境を考える会　☎32-2386　|　住民環境課　☎32-1104

　認知症になっても住み慣れた地域で安心して生活できるよう、認知症の人や認知症へ不安のある人、その家族、地域住
民、専門職など、皆さまが気軽に参加し集える場所として「認知症カフェ」を開催します。
　８月の開催日は下記のとおりです。内容などの詳細については各事業者へお問い合わせください。

開催日時および事業者
８月  9日(金)　14時～16時　船戸クリニック(船附)　               ☎36-0070
８月18日(日)　10時～12時　デイサービスこすもす花畑(有尾)　☎33-2137

認知症カフェに参加してみませんか

ＳＤＧｓ“持続可能な養老のまちづくり”

■問 健康福祉課　☎32-1105

ご報告
　６月28日（金）に開催した「生ごみ減量のための町民公開講座」には95人が参加しました。
　ごみが増えることによって環境破壊が進み、地球温暖化の影響による害虫の異常発生や長期的なゲリラ豪雨への対策
として株元を高くする、酸性雨の影響により酸性化した土壌を中和するために石灰を散布するなど、取り巻く環境の変
化に対応していくことが求められています。これ以上、地球の環境を破壊しないためにも、まず私たちと一緒に“自分た
ちでできること”を実践していきましょう。

※次世代のために住みやすい地球を守っていくために、地域ぐるみで「ごみ減量」に取り組みましょう。生活と環境を考える会では、「ご
み減量」の一助となるために出前講座を行っています。

好評につ
き、

定員に達
しました

。
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児童扶養手当受給資格者は一部支給停止適用除外事由届出書の手続きを忘れずに！

　児童扶養手当では、児童扶養手当法第13条の３により、手当の受給開始から５年を経過する、または養育している３歳
未満の児童が３歳到達から５年を経過した場合などに、手当額の一部が支給停止されることとなっています。
　しかし、就労・求職活動などの自立に向けての活動をしている場合や一定の障がいに該当する場合、負傷・疾病などの
理由で就労ができないと判断される場合には、申請をすれば手当が一部停止される対象から除外されます。
　一部支給停止が適用される対象者には事前に案内を送付していますので、８月の現況届提出時に併せて手続きをしてく
ださい。 国民年金保険料の口座振替について

養老町学校のあり方検討委員会について

空き家問題解決無料相談の９月開催の案内について

■問 教育総務課　☎32-5085

■問 建設課　☎32-5081

■問 子ども課　☎32-5078

■問 子ども課　☎32-5078

■問 子ども課　☎32-5078 ■問 大垣年金事務所　☎78-5166
　住民環境課　　　☎32-1104

　本町では、児童数が減少していく推移を踏まえ、より良い教育環境の構築と質の高い学校教育を実現するために、将来
を展望した学校のあり方を幅広い見地から検討し、学校の適正規模や適正配置などの方向性を見出すため、６月４日（火）
に「養老町学校のあり方検討委員会」を設置しました。同日には「第１回養老町学校のあり方検討委員会」を開催し、町
教育長から同委員会に対し、養老町のこれからの学校のあり方について諮問しました。資料などは町ホームページに掲載
してありますので、詳しくは下記QRコードよりアクセスいただき、ご覧ください。

■諮問事項
 (1) 児童数の推移を踏まえた小学校の適正規模・適正配置について
 (2) (1) を踏まえた本町小中学校の将来像について

■町内小学校　年度別全校児童数の推計

令和７年度新規入園に関する説明会のお知らせ

児童扶養手当の現況届を提出してください！

ひとり親を対象とした巡回相談のお知らせ

　令和７年４月から保育園・認定こども園への入園を希望する保護者を対象に、申込書類の配布と新規入園に関する手続
きの説明会を開催します。説明会の内容は両日とも同じです。

◇対象児童
　＜保育＞０歳から５歳までのお子さまで、保護者の就労、病気や介護の理由で保育の必要性が認定される人。
　＜教育＞３歳から５歳までのお子さまで、教育を希望する人。

◇説明会日程

　児童扶養手当は、ひとり親家庭などの生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図るための制度です。現在、児童
扶養手当の資格がある人（所得制限で支給停止になっている人も含む）は８月中に現況届を提出してください。現況届を
提出しないと 11月以降の手当を受けられなくなります。
　なお、現況届の関係書類については、受給者に対して送付しています。添付書類が必要な場合がありますので、同封の
お知らせを参考にして手続きをしてください。

■提出期間
８月１日（木）～ 30日（金）　（土・日曜日、祝日を除く）

■持ち物
児童扶養手当証書・その他必要な書類

　岐阜県ひとり親家庭等就業・自立支援センターと岐阜県のひとり親自立支援員による、ひとり親を対象とした巡回相談
を養老町で実施します。困っていることや相談したいことがある人はお気軽にお越しください。

日時：８月７日（水）　12時～ 16時
場所：町役場３階第４会議室

○説明会で申込書類を配布しますが、９月 19日 ( 木 ) 以降は子ども課でも受け取ることができます。
○託児を希望する人は説明会の１週間前までに子ども課へ申し込んでください。（先着順となりますので、定員に達した
場合はお断りすることがあります）

　昨年度に引き続き、サテライト空き家相談事業として空き家に関しての悩みがある人などを対象に個別相談を開催して
います。無料相談を希望する人は、建設課までお問い合わせください。

【対象者】町内空き家所有者など
　（空き家所有者、今後相続などにより空き家の所有者になりそうな人、現在の住まいが空き家となる心配のある人など）

【日時・場所】
９月 19日（木）13時～ 16時　池辺公民館にて開催します。

【予約】
　事前予約が必要です。受付期間は８月 30日（金）までとなりますので、平日９時から 17時までに電話または建設課窓
口にて予約してください。

　国民年金保険料（以下「年金保険料」という）の納付方法は納付書（現金）での納付のほかに、口座振替で納付する方法
などがあります。口座振替は納め忘れがなく、手続きも簡単にでき、年金保険料の割引制度も利用できるのでおすすめです。
　毎月年金保険料を納める際、当月分の年金保険料を当月末に引き落とす「早割」を申し込むと月額 60円が割引され、
前納すればさらに割引があります。（前納にはそれぞれ申込期限がありますので事前にご確認ください）

○手続き場所・必要書類
　振替先口座がある金融機関まで下記のものをお持ちください。
　・年金手帳、基礎年金番号通知書または納付書
　・預貯金通帳
　・預貯金通帳届出印

養老小学校
広幡小学校
上多度小学校
池辺小学校
笠郷小学校
養北小学校
日吉小学校
全小学校

令和 6年度
300
73
85
139
221
145
65(1)
1,028

令和 7年度
289
65(1)
68
135
207
131
67(1)
962

令和 8年度
257
58(1)
61
135
188
111
64(1)
874

令和 9年度
232
56(2)
56
131
165
102
57(1)
799

令和 10年度
213
45(2)
57
119
152
90

57(1)
733

令和 11年度
194
41(1)
56
109
126
80
64
670

令和 12年度
184
41(2)
50
87
108
68
60
598

開催日

９月 19日（木）

９月 25日（水）

開始時間

10時

10時

開催場所

こどもの国　こどもホール

町中央公民館　中ホール

備考

駐車場については、こどもの国駐車場・養老公園駐車
場をご利用ください。

（　）は複式学級の数
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児童扶養手当受給資格者は一部支給停止適用除外事由届出書の手続きを忘れずに！

　児童扶養手当では、児童扶養手当法第13条の３により、手当の受給開始から５年を経過する、または養育している３歳
未満の児童が３歳到達から５年を経過した場合などに、手当額の一部が支給停止されることとなっています。
　しかし、就労・求職活動などの自立に向けての活動をしている場合や一定の障がいに該当する場合、負傷・疾病などの
理由で就労ができないと判断される場合には、申請をすれば手当が一部停止される対象から除外されます。
　一部支給停止が適用される対象者には事前に案内を送付していますので、８月の現況届提出時に併せて手続きをしてく
ださい。 国民年金保険料の口座振替について

養老町学校のあり方検討委員会について

空き家問題解決無料相談の９月開催の案内について

■問 教育総務課　☎32-5085

■問 建設課　☎32-5081

■問 子ども課　☎32-5078

■問 子ども課　☎32-5078

■問 子ども課　☎32-5078 ■問 大垣年金事務所　☎78-5166
　住民環境課　　　☎32-1104

　本町では、児童数が減少していく推移を踏まえ、より良い教育環境の構築と質の高い学校教育を実現するために、将来
を展望した学校のあり方を幅広い見地から検討し、学校の適正規模や適正配置などの方向性を見出すため、６月４日（火）
に「養老町学校のあり方検討委員会」を設置しました。同日には「第１回養老町学校のあり方検討委員会」を開催し、町
教育長から同委員会に対し、養老町のこれからの学校のあり方について諮問しました。資料などは町ホームページに掲載
してありますので、詳しくは下記QRコードよりアクセスいただき、ご覧ください。

■諮問事項
 (1) 児童数の推移を踏まえた小学校の適正規模・適正配置について
 (2) (1) を踏まえた本町小中学校の将来像について

■町内小学校　年度別全校児童数の推計

令和７年度新規入園に関する説明会のお知らせ

児童扶養手当の現況届を提出してください！

ひとり親を対象とした巡回相談のお知らせ

　令和７年４月から保育園・認定こども園への入園を希望する保護者を対象に、申込書類の配布と新規入園に関する手続
きの説明会を開催します。説明会の内容は両日とも同じです。

◇対象児童
　＜保育＞０歳から５歳までのお子さまで、保護者の就労、病気や介護の理由で保育の必要性が認定される人。
　＜教育＞３歳から５歳までのお子さまで、教育を希望する人。

◇説明会日程

　児童扶養手当は、ひとり親家庭などの生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図るための制度です。現在、児童
扶養手当の資格がある人（所得制限で支給停止になっている人も含む）は８月中に現況届を提出してください。現況届を
提出しないと 11月以降の手当を受けられなくなります。
　なお、現況届の関係書類については、受給者に対して送付しています。添付書類が必要な場合がありますので、同封の
お知らせを参考にして手続きをしてください。

■提出期間
８月１日（木）～ 30日（金）　（土・日曜日、祝日を除く）

■持ち物
児童扶養手当証書・その他必要な書類

　岐阜県ひとり親家庭等就業・自立支援センターと岐阜県のひとり親自立支援員による、ひとり親を対象とした巡回相談
を養老町で実施します。困っていることや相談したいことがある人はお気軽にお越しください。

日時：８月７日（水）　12時～ 16時
場所：町役場３階第４会議室

○説明会で申込書類を配布しますが、９月 19日 ( 木 ) 以降は子ども課でも受け取ることができます。
○託児を希望する人は説明会の１週間前までに子ども課へ申し込んでください。（先着順となりますので、定員に達した
場合はお断りすることがあります）

　昨年度に引き続き、サテライト空き家相談事業として空き家に関しての悩みがある人などを対象に個別相談を開催して
います。無料相談を希望する人は、建設課までお問い合わせください。

【対象者】町内空き家所有者など
　（空き家所有者、今後相続などにより空き家の所有者になりそうな人、現在の住まいが空き家となる心配のある人など）

【日時・場所】
９月 19日（木）13時～ 16時　池辺公民館にて開催します。

【予約】
　事前予約が必要です。受付期間は８月 30日（金）までとなりますので、平日９時から 17時までに電話または建設課窓
口にて予約してください。

　国民年金保険料（以下「年金保険料」という）の納付方法は納付書（現金）での納付のほかに、口座振替で納付する方法
などがあります。口座振替は納め忘れがなく、手続きも簡単にでき、年金保険料の割引制度も利用できるのでおすすめです。
　毎月年金保険料を納める際、当月分の年金保険料を当月末に引き落とす「早割」を申し込むと月額 60円が割引され、
前納すればさらに割引があります。（前納にはそれぞれ申込期限がありますので事前にご確認ください）

○手続き場所・必要書類
　振替先口座がある金融機関まで下記のものをお持ちください。
　・年金手帳、基礎年金番号通知書または納付書
　・預貯金通帳
　・預貯金通帳届出印

養老小学校
広幡小学校
上多度小学校
池辺小学校
笠郷小学校
養北小学校
日吉小学校
全小学校

令和 6年度
300
73
85
139
221
145
65(1)
1,028

令和 7年度
289
65(1)
68
135
207
131
67(1)
962

令和 8年度
257
58(1)
61
135
188
111
64(1)
874

令和 9年度
232
56(2)
56
131
165
102
57(1)
799

令和 10年度
213
45(2)
57
119
152
90

57(1)
733

令和 11年度
194
41(1)
56
109
126
80
64
670

令和 12年度
184
41(2)
50
87
108
68
60
598

開催日

９月 19日（木）

９月 25日（水）

開始時間

10時

10時

開催場所

こどもの国　こどもホール

町中央公民館　中ホール

備考

駐車場については、こどもの国駐車場・養老公園駐車
場をご利用ください。

（　）は複式学級の数
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　令和７年２月１日を調査基準日として実施される「2025年農林業センサス」の統計調査員を募集します。農林業センサス
とは、農林業を営む農家、林業、会社や集落営農などの経営の実態を正しく把握するため、５年に１度、全国的に実施さ
れる調査です。空いた時間を活用したい人、ダブルワークとして従事したい人でも大歓迎です。また、調査を開始する前
に説明会で詳しい仕事の内容を説明しますので、経験のない人でも安心してご応募ください。

■統計調査員とは
　国や県が実施する統計調査において、調査対象となる世帯や事業所などを直接訪問し、統計調査の趣旨や内容を説明
し、調査票への記入依頼、回収、点検および整理を行います。

■活動期間
　令和７年１月～令和７年３月上旬（予定）

■統計調査員の報酬
　２万円～４万円程度（担当する調査区数によって変動）

■主な仕事（予定）

■応募資格
（１）町内で調査に従事できる、心身ともに健康な満20歳以上の人
（２）責任を持って調査事務を遂行し、秘密を保持できる人
（３）警察・選挙・税務に直接関係の無い人
（４）暴力団でない人および暴力団と密接な関係を有しない人

■募集期限
　８月30日（金）まで

■応募方法
　町ホームページからダウンロードするか、産業観光課窓口に備え付けの「統計調査員登録申込書」に記入していただき、
産業観光課窓口へ提出してください。

2025年農林業センサスの統計調査員を募集します不適正な森林開発の早期発見のための取り組みについて

全国一斉「こどもの人権相談」強化週間について

司法書士による「成年後見相談会」の開催のお知らせ

■問 ■申 産業観光課　☎32-1108

実施目的：県では森林の適正管理を積極的に推進するため、不適正な森林開発の早期発見・早期解消に努めています。

内　　容：不適正な森林開発の防止に対する県民の理解の促進および県職員による定期的な森林パトロールに取り組んで
います。また「森林の不適正事案110番」を設置していますので、森林内での不審な「伐採」「建築物」「採掘」「不法
投棄」など、不適正と思われる事案を発見した場合には県西濃農林事務所にご連絡ください。詳細は同所ホーム
ページ内にも掲載しています。

強化月間：11日の「山の日」を含み夏季行楽シーズンでもある８月を強化月間とし、森林パトロールを重点的に実施します。

～　なんでもおしえて　こころのもやもや　～
　いじめ、虐待のほか、学校生活、家庭の問題など、こどもの人権に関わる悩みごと、心配ごとなどの相談に応じます。

日 時：８月21日（水）～ 27日（火）　８時30分 ～ 19時
　　　　　　　※ただし、８月24日（土）・25日（日）は10時 ～ 17時

相談専用電話（こどもの人権110番）
電 話 番 号：0120-007-110（フリーダイヤル）

SNS（LINE）による人権相談
アカウント名　法務局LINEじんけん相談
検索ID　　　　@linejinkensoudan

　（公社）成年後見センター・リーガルサポート岐阜県支部では、成年後見制度の普及と高齢者の権利保護を図るため、下
記のとおり司法書士による「成年後見相談会」を開催します。

司法書士による「高齢者・障害者のための成年後見相談会」
１．日　時　９月８日（日）　13時30分～ 16時30分　（要予約・先着順［12枠］）
　　　　　　予約受付　８月23日（金）～９月５日（木）
２．場　所　岐阜市薮田南五丁目14番53号
　　　　　　ＯＫＢふれあい会館４階405、406、407、408　小会議室
３．相談例　ひとり暮らしの今後が不安。知的障害を持つ子どもの将来が心配。
　　　　　　遺産分割協議をしたいけど相続人の一人が認知症でできない。
　　　　　　年金が母のために使われていないみたい・・・どうしよう。
４．費　用　無料

■問■申 岐阜県司法書士会事務局内　☎058-259-7118

■問 森林の不適正事案110番
　 岐阜県西濃農林事務所林業課　☎73-1111（内線393･389） FAX：73-8606

■問 岐阜地方法務局人権擁護課　☎058-245-3181（内線161）

令和７年１月中旬

令和７年１月中旬～１月末

令和７年２月上旬～２月下旬

令和７年２月下旬～３月上旬

調査員事務説明会に出席

調査対象者へ調査票の配付

調査票を回収し、整理

回収した調査票を町へ提出

※上記期間中でおおむね 10日間程度の従事となります（決められた勤務時間はありません）
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　令和７年２月１日を調査基準日として実施される「2025年農林業センサス」の統計調査員を募集します。農林業センサス
とは、農林業を営む農家、林業、会社や集落営農などの経営の実態を正しく把握するため、５年に１度、全国的に実施さ
れる調査です。空いた時間を活用したい人、ダブルワークとして従事したい人でも大歓迎です。また、調査を開始する前
に説明会で詳しい仕事の内容を説明しますので、経験のない人でも安心してご応募ください。

■統計調査員とは
　国や県が実施する統計調査において、調査対象となる世帯や事業所などを直接訪問し、統計調査の趣旨や内容を説明
し、調査票への記入依頼、回収、点検および整理を行います。

■活動期間
　令和７年１月～令和７年３月上旬（予定）

■統計調査員の報酬
　２万円～４万円程度（担当する調査区数によって変動）

■主な仕事（予定）

■応募資格
（１）町内で調査に従事できる、心身ともに健康な満20歳以上の人
（２）責任を持って調査事務を遂行し、秘密を保持できる人
（３）警察・選挙・税務に直接関係の無い人
（４）暴力団でない人および暴力団と密接な関係を有しない人

■募集期限
　８月30日（金）まで

■応募方法
　町ホームページからダウンロードするか、産業観光課窓口に備え付けの「統計調査員登録申込書」に記入していただき、
産業観光課窓口へ提出してください。

2025年農林業センサスの統計調査員を募集します不適正な森林開発の早期発見のための取り組みについて

全国一斉「こどもの人権相談」強化週間について

司法書士による「成年後見相談会」の開催のお知らせ

■問 ■申 産業観光課　☎32-1108

実施目的：県では森林の適正管理を積極的に推進するため、不適正な森林開発の早期発見・早期解消に努めています。

内　　容：不適正な森林開発の防止に対する県民の理解の促進および県職員による定期的な森林パトロールに取り組んで
います。また「森林の不適正事案110番」を設置していますので、森林内での不審な「伐採」「建築物」「採掘」「不法
投棄」など、不適正と思われる事案を発見した場合には県西濃農林事務所にご連絡ください。詳細は同所ホーム
ページ内にも掲載しています。

強化月間：11日の「山の日」を含み夏季行楽シーズンでもある８月を強化月間とし、森林パトロールを重点的に実施します。

～　なんでもおしえて　こころのもやもや　～
　いじめ、虐待のほか、学校生活、家庭の問題など、こどもの人権に関わる悩みごと、心配ごとなどの相談に応じます。

日 時：８月21日（水）～ 27日（火）　８時30分 ～ 19時
　　　　　　　※ただし、８月24日（土）・25日（日）は10時 ～ 17時

相談専用電話（こどもの人権110番）
電 話 番 号：0120-007-110（フリーダイヤル）

SNS（LINE）による人権相談
アカウント名　法務局LINEじんけん相談
検索ID　　　　@linejinkensoudan

　（公社）成年後見センター・リーガルサポート岐阜県支部では、成年後見制度の普及と高齢者の権利保護を図るため、下
記のとおり司法書士による「成年後見相談会」を開催します。

司法書士による「高齢者・障害者のための成年後見相談会」
１．日　時　９月８日（日）　13時30分～ 16時30分　（要予約・先着順［12枠］）
　　　　　　予約受付　８月23日（金）～９月５日（木）
２．場　所　岐阜市薮田南五丁目14番53号
　　　　　　ＯＫＢふれあい会館４階405、406、407、408　小会議室
３．相談例　ひとり暮らしの今後が不安。知的障害を持つ子どもの将来が心配。
　　　　　　遺産分割協議をしたいけど相続人の一人が認知症でできない。
　　　　　　年金が母のために使われていないみたい・・・どうしよう。
４．費　用　無料

■問■申 岐阜県司法書士会事務局内　☎058-259-7118

■問 森林の不適正事案110番
　 岐阜県西濃農林事務所林業課　☎73-1111（内線393･389） FAX：73-8606

■問 岐阜地方法務局人権擁護課　☎058-245-3181（内線161）

令和７年１月中旬

令和７年１月中旬～１月末

令和７年２月上旬～２月下旬

令和７年２月下旬～３月上旬

調査員事務説明会に出席

調査対象者へ調査票の配付

調査票を回収し、整理

回収した調査票を町へ提出

※上記期間中でおおむね 10日間程度の従事となります（決められた勤務時間はありません）
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　町赤十字奉仕団は、人道・博愛の精神のもと、地域社会に貢献するために、募金活動やボランティア活動、お年寄りや被災
者、障がい者を励ますための友愛活動を行っています。また、災害時に迅速に活動することができるよう備えるため、炊き出
し訓練や防災セミナーを開催し、防災用品の取り扱い訓練を主体とした実習および講習を毎年行っています。
　誰かの助けになりたいという気持ちを持ち、町赤十字奉仕団の一員として一緒に活動していただける人を募集しています。
　
【活動内容紹介】
　○赤十字講習会(救急法・健康生活支援講習)の開催
　○施設ボランティア(白鶴荘・養老福祉作業所・柚子養老・あゆみの家)
　○自然災害に備え、町防災訓練での炊き出し訓練
　○クリーン活動（春・秋公園の清掃）
　○友愛訪問活動（在宅の高齢者を訪問し、地域の高齢者と交流を深める。高齢者を励ますための運動の一つとして手作

りの誕生日カードを届ける　など)
　○町主催のフェスタへの参加
　○団員による善意のにこにこ募金(年２回)（団員からの募金は年末助け合い義援金・施設への寄附・災害義援金に活用し

ています）

【防災セミナーの開催について】
日　時：８月９日（金）　９時30分～
場　所：町中央公民館　中ホール
内　容：過去に災害が発生した時の具体的な状況、赤十字奉仕団員として避難所生活者に対して行う支援活動についての

講話
　

興味や関心のある人はぜひ参加してください。皆さまからの応募を心よりお待ちしています。

※受験資格の年齢は各種目とも令和７年４月１日現在です。
※各試験日程は変更される場合があります。変更事項については、自衛官募集ホームページなどでお知らせします。

　町内に居住の皆さまや企業は暴力団などに関わりがないと思われがちですが、いつ、どこで、関わりができるかは分かり
ません。万が一、暴力団などに関わってしまった場合や何らかの被害を受けた場合には、その不安などを払拭するためにも
110番通報や警察相談ダイヤル（♯9110）、養老警察署（☎34-0110）、岐阜県暴力追放運動推進センター（☎058-277-1613）
などへご連絡ください。
　また、地域において町民の皆さまや企業、各関係行政機関などが連携し「暴力団員などの不当な要求には絶対に応じない」
という確固たる信念を持って、社会から暴力団を排除し、暴力団員などが活動できない状況を作りだす必要があります。

暴力団排除活動
〇　暴力団追放三ない運動＋１
　　・暴力団を利用しない　・暴力団を恐れない　・暴力団に金を出させない
　　＋　暴力団と交際しない
　という共通認識を持ち、運動を展開していくことが重要となります。
　暴力団などを恐れることなく、一丸となって安全で平穏な生活を確保していきましょう。

　養老町戦没者追悼式を下記のとおり開催します。多くの皆さまのご参列を心よりお待ちしています。

日　時：９月10日(火)　10時から
場　所：町中央公民館　中ホール

日　時：８月２日 （金) 　16時～ 21時
場　所：高田商店街
内　容：（１）夏祭り協賛大売出し
　　　　（２）売り出し大抽選会
　　　　（３）ライブ
　　　　（４）花火の無料配布(小学生以下　先着200人)
　　　　（５）養老鳶はしご登り会　演技披露
　　　　（６）盆おどり
　　　　（７）バザーコーナー
　　　　　  （フランクフルト、かき氷、フライドポテト、焼きそば　など）
　　　　（８）あんどん飾り　160個
　　　　（９）町内各種催し物　など
　　　　　　※内容の時間は予定です。
　　　　　　※水分補給をこまめにしていただき、熱中症には十分ご注意ください。
主　催：養老町商工会高田支部、養老町商工会
後　援：養老町

　「養老スマイルカード」は加盟店で買い物するとポイントが貯まるカードです。カードがゲンちゃんでいっぱいになると
さまざまな活用法があります。今回はごみ袋との交換について紹介いたします。

◆満点カード１枚で２袋と交換できます。
◆ごみ袋は燃やせるごみ（大・小）、燃やせないごみ（大）、ビニールプラスチックの中から、お選びください。違う種類と
組み合わせることもできます。

◆ご注意
　①交換を行っていない店舗がありますので、必要であれば事前にご確認ください。
　②事務局では交換を行っておりません。（交換店舗に関するご質問は受け付けております）
　③ごみの分別や収集については、住民環境課にお問い合わせください。
　④自宅に持ち帰られた後の種類変更（再交換）はいたしかねます。
「養老スマイルカード」をぜひ有効活用してください。

18時～ 21時
18時～ 21時
18時30分～
18時40分～
19時10分～
16時～ 21時

16時～ 21時
16時～ 21時

養老町赤十字奉仕団の活動紹介と団員募集のお願い

高田夏祭りを開催します

養老スマイルカードの活用法を紹介します

自衛官などの募集案内

暴力団の違法な活動に関する情報の積極的な通報と暴力団被害の早期届け出を

戦没者追悼式を開催します

■問 町社会福祉協議会　☎34-3504

■問 町商工会　☎32-0549

■問 養老カード振興会(養老町商工会内)　☎32-0549

■問 自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所　大垣市林町５-18光和ビル２階　☎73-1150

■問 養老警察署　☎34-0110

■問 健康福祉課　☎32-1105

防衛医科大学校

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

推薦
　９月５日（木）
～９日（月）

９月21日（土）・22日（日）

１次　９月21日（土）
２次　10月26日（土）・27日（日）
１次　11月２日（土）
２次　11月30日（土）～ 12月４日（水）

のうち１日
１次　10月19日（土）
２次　12月11日（水）～ 13日（金）

のうち１日
１次　10月12日（土）
２次　11月23日（土・祝）・24日（日）

のうち１日

　７月１日（月）
～ 10月17日（木）

　７月１日（月）
～ 10月９日（水）

　７月１日（月）
～ 10月２日（水）

総合選抜

一般

医学科学生

看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

18歳以上21歳未満の人
高卒者（見込含む）
または、
高専３年次修了者（見込
含む）

18歳以上21歳未満の人
高卒者（見込含む）
または、
高専３年次修了者（見込
含む）

防衛大学校
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　町赤十字奉仕団は、人道・博愛の精神のもと、地域社会に貢献するために、募金活動やボランティア活動、お年寄りや被災
者、障がい者を励ますための友愛活動を行っています。また、災害時に迅速に活動することができるよう備えるため、炊き出
し訓練や防災セミナーを開催し、防災用品の取り扱い訓練を主体とした実習および講習を毎年行っています。
　誰かの助けになりたいという気持ちを持ち、町赤十字奉仕団の一員として一緒に活動していただける人を募集しています。
　
【活動内容紹介】
　○赤十字講習会(救急法・健康生活支援講習)の開催
　○施設ボランティア(白鶴荘・養老福祉作業所・柚子養老・あゆみの家)
　○自然災害に備え、町防災訓練での炊き出し訓練
　○クリーン活動（春・秋公園の清掃）
　○友愛訪問活動（在宅の高齢者を訪問し、地域の高齢者と交流を深める。高齢者を励ますための運動の一つとして手作

りの誕生日カードを届ける　など)
　○町主催のフェスタへの参加
　○団員による善意のにこにこ募金(年２回)（団員からの募金は年末助け合い義援金・施設への寄附・災害義援金に活用し

ています）

【防災セミナーの開催について】
日　時：８月９日（金）　９時30分～
場　所：町中央公民館　中ホール
内　容：過去に災害が発生した時の具体的な状況、赤十字奉仕団員として避難所生活者に対して行う支援活動についての

講話
　

興味や関心のある人はぜひ参加してください。皆さまからの応募を心よりお待ちしています。

※受験資格の年齢は各種目とも令和７年４月１日現在です。
※各試験日程は変更される場合があります。変更事項については、自衛官募集ホームページなどでお知らせします。

　町内に居住の皆さまや企業は暴力団などに関わりがないと思われがちですが、いつ、どこで、関わりができるかは分かり
ません。万が一、暴力団などに関わってしまった場合や何らかの被害を受けた場合には、その不安などを払拭するためにも
110番通報や警察相談ダイヤル（♯9110）、養老警察署（☎34-0110）、岐阜県暴力追放運動推進センター（☎058-277-1613）
などへご連絡ください。
　また、地域において町民の皆さまや企業、各関係行政機関などが連携し「暴力団員などの不当な要求には絶対に応じない」
という確固たる信念を持って、社会から暴力団を排除し、暴力団員などが活動できない状況を作りだす必要があります。

暴力団排除活動
〇　暴力団追放三ない運動＋１
　　・暴力団を利用しない　・暴力団を恐れない　・暴力団に金を出させない
　　＋　暴力団と交際しない
　という共通認識を持ち、運動を展開していくことが重要となります。
　暴力団などを恐れることなく、一丸となって安全で平穏な生活を確保していきましょう。

　養老町戦没者追悼式を下記のとおり開催します。多くの皆さまのご参列を心よりお待ちしています。

日　時：９月10日(火)　10時から
場　所：町中央公民館　中ホール

日　時：８月２日 （金) 　16時～ 21時
場　所：高田商店街
内　容：（１）夏祭り協賛大売出し
　　　　（２）売り出し大抽選会
　　　　（３）ライブ
　　　　（４）花火の無料配布(小学生以下　先着200人)
　　　　（５）養老鳶はしご登り会　演技披露
　　　　（６）盆おどり
　　　　（７）バザーコーナー
　　　　　  （フランクフルト、かき氷、フライドポテト、焼きそば　など）
　　　　（８）あんどん飾り　160個
　　　　（９）町内各種催し物　など
　　　　　　※内容の時間は予定です。
　　　　　　※水分補給をこまめにしていただき、熱中症には十分ご注意ください。
主　催：養老町商工会高田支部、養老町商工会
後　援：養老町

　「養老スマイルカード」は加盟店で買い物するとポイントが貯まるカードです。カードがゲンちゃんでいっぱいになると
さまざまな活用法があります。今回はごみ袋との交換について紹介いたします。

◆満点カード１枚で２袋と交換できます。
◆ごみ袋は燃やせるごみ（大・小）、燃やせないごみ（大）、ビニールプラスチックの中から、お選びください。違う種類と
組み合わせることもできます。

◆ご注意
　①交換を行っていない店舗がありますので、必要であれば事前にご確認ください。
　②事務局では交換を行っておりません。（交換店舗に関するご質問は受け付けております）
　③ごみの分別や収集については、住民環境課にお問い合わせください。
　④自宅に持ち帰られた後の種類変更（再交換）はいたしかねます。
「養老スマイルカード」をぜひ有効活用してください。

18時～ 21時
18時～ 21時
18時30分～
18時40分～
19時10分～
16時～ 21時

16時～ 21時
16時～ 21時

養老町赤十字奉仕団の活動紹介と団員募集のお願い

高田夏祭りを開催します

養老スマイルカードの活用法を紹介します

自衛官などの募集案内

暴力団の違法な活動に関する情報の積極的な通報と暴力団被害の早期届け出を

戦没者追悼式を開催します

■問 町社会福祉協議会　☎34-3504

■問 町商工会　☎32-0549

■問 養老カード振興会(養老町商工会内)　☎32-0549

■問 自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所　大垣市林町５-18光和ビル２階　☎73-1150

■問 養老警察署　☎34-0110

■問 健康福祉課　☎32-1105

防衛医科大学校

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

推薦
　９月５日（木）
～９日（月）

９月21日（土）・22日（日）

１次　９月21日（土）
２次　10月26日（土）・27日（日）
１次　11月２日（土）
２次　11月30日（土）～ 12月４日（水）

のうち１日
１次　10月19日（土）
２次　12月11日（水）～ 13日（金）

のうち１日
１次　10月12日（土）
２次　11月23日（土・祝）・24日（日）

のうち１日

　７月１日（月）
～ 10月17日（木）

　７月１日（月）
～ 10月９日（水）

　７月１日（月）
～ 10月２日（水）

総合選抜

一般

医学科学生

看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

18歳以上21歳未満の人
高卒者（見込含む）
または、
高専３年次修了者（見込
含む）

18歳以上21歳未満の人
高卒者（見込含む）
または、
高専３年次修了者（見込
含む）

防衛大学校
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■
勤
務
地
　
町
内
小
学
校

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
あ
り

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
資
格

証
の
写
し（
あ
る
場
合
）

■
申
込
期
限
　
８
月
21
日（
水
）

■問
■申
教
育
総
務
課  

☎
32

－

５
０
８
５

　
町
立
食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー
で
働
く
会

計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
報
酬
　
時
給
９
８
６
円

■
勤
務
内
容
　
セ
ン
タ
ー
内
の
環
境
保

全
業
務
な
ど

■
対
象
　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
町
立
食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー

（
三
神
町
23
）

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
う
ち
４

〜
５
日
間
　
９
時
〜
13
時

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末
日（
再
度
の
雇
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

　
通
勤
手
当
あ
り

■
保
険
　
原
則
、
労
働
保
険
な
ど
加
入

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
資
格

証
な
ど
の
写
し（
あ
る
場
合
）

■
申
込
期
限
　
８
月
21
日（
水
）

■問
■申
町
立
食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー
　

　
　
☎
32

－

０
４
１
６

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
働
く
会

計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
報
酬
　
時
給
１
，
４
９
６
円

■
勤
務
内
容
　
相
談
業
務
や
介
護
予
防

支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど

■
対
象
　
社
会
福
祉
士
ま
た
は
主
任
介

護
支
援
専
門
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
石
畑
５
２
３
）

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
８
時
30

分
〜
16
時
30
分

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末
日（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再

度
の
任
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
、
期
末
手
当（
年
２
回
）あ
り

■
保
険
　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保

険
な
ど
加
入

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
資
格

証
な
ど
の
写
し

■
申
込
期
限
　
８
月
21
日（
水
）

■問
■申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
33

－

０
２
７
０

①
町
営
下
高
田
住
宅
Ｂ
棟

■
場
所
　
高
田
６
９
８
番
地
５

■
戸
数
　
１
戸

■
建
設
年
度
　
平
成
５
年
度

■
構
造
　
中
層
耐
火
構
造
３
階
建
・
戸

当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃
　
５
万
円

■
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
駐
車
料
金
　
１
台
目
／
３
，
１
３
０

円
、
２
台
目
か
ら
２
，
０
８
０
円

②
町
営
岩
道
住
宅
Ａ・Ｃ
棟

■
場
所
　
岩
道
４
５
８
番
地

■
戸
数
　
３
戸（
Ａ
棟
１
戸
、Ｃ
棟
２
戸
）

■
建
設
年
度
　
Ａ
棟
　
平
成
９
年
度
、

Ｃ
棟
　
平
成
15
年
度

■
構
造
　
Ａ
棟
　
中
層
耐
火
構
造
３
階

建
、Ｃ
棟
　
耐
火
構
造
２
階
建
・
戸

当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃
　
Ａ
棟
　
４
万
１
３
０
０
円
、

Ｃ
棟
　
４
万
９
０
０
０
円

■
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
駐
車
料
金
　
１
，
５
６
０
円
／
台

〈
共
通
事
項
〉

■
入
居
資
格

・
現
在
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

は
応
相
談

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度

の
任
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
、期
末
手
当（
年
２
回
）あ
り

■
保
険
　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保
険

な
ど
加
入（
雇
用
形
態
に
よ
り
応
相
談
）

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
免
許

状
・
資
格
証
な
ど
の
写
し

■
申
込
期
限
　
８
月
21
日（
水
）

■問
■申
子
ど
も
課
　
☎
32

－

５
０
７
８

留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
報
酬
　
時
給
９
９
６
円

■
勤
務
内
容
　
放
課
後
保
護
に
欠
け
る

家
庭
に
か
わ
り
、
遊
び
を
通
じ
て
自

主
性
・
創
造
性
を
育
て
る
児
童
の
サ

ポ
ー
ト（
平
日
　
14
時
30
分
〜
18
時

45
分
、
土
曜
日
・
夏
期
休
業
日
な
ど

７
時
45
分
〜
18
時
45
分
）

■
そ
の
他
　
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格
保
有
者
優
遇

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度

の
任
用
あ
り
）

■
対
象
　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数
　
若
干
名

　
掲
載
し
て
い
る
情
報
は
、
予
定
が
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
ど
も
園
看
護
師・准
看
護
師・園
務
員

■
報
酬
　
時
給
９
８
６
円
〜
１
，
３
７
６
円

（
保
有
資
格
に
よ
り
時
給
が
異
な
り

ま
す
）

■
勤
務
内
容
　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
園
児
の
サ
ポ
ー
ト
・
事
務
作
業
な
ど

■
対
象
　
看
護
師
・
准
看
護
師
な
ど
の

資
格
を
有
す
る
人（
年
齢
不
問
）

■
勤
務
地
　
町
内
公
立
こ
ど
も
園

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日（
基
本
、
給

食
実
施
日
）園
に
よ
り
早
番
・
遅
番
、

土
曜
日
出
勤
あ
り※

時
間
に
つ
い
て

■
対
象
　
乳
幼
児
を
育
児
中
の
保
護
者

■
定
員
　
10
組
　※

要
予
約
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■問
■申
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

　
☎
32

－

１
１
４
７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

fukushi-ct@
tow

n.yoro.gifu.jp

　
　
親
子
あ
つ
ま
れ
！
養
老
町
の
子
育

て
サ
ー
ク
ル
で
す
。
楽
し
い
親
子
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〜
夏
休
み
あ
そ
び
フ
ェ
ス
タ
〜

〈
つ
く
る
、
聴
く
、
み
る
、
た
べ
る
を
あ

そ
ぼ
う
！
〉

■
日
時
　
８
月
10
日（
土
）10
時
〜
15
時

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館
中
ホ
ー
ル

詳
細
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

@
kosodate_share_coco46

に
て

■問
■申
子
育
て
シ
ェ
ア
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
　

　
担
当
　
川
瀬

　
☎
０
８
０

－

３
５
６
８

－

２
４
６
９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

Sharecoco46@
gm

ail.com

　
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
主

催
の
依
存
症
専
門
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
２
日（
金
）・
16
日（
金
）

14
時
〜
14
時
50
分
、
15
時
〜
15
時
50

分（
要
予
約
）

■
場
所
　
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
　
小
会
議
室（
岐
阜
市
鷺

山
向
井
２
５
６
３

－

18
）

■
対
象
者
　
ア
ル
コ
ー
ル
、薬
物
、ゲ
ー

ム
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
へ
の
依
存
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
人
な
ら
び
に
そ
の
家
族
な
ど

■
内
容
　
面
談
に
よ
る
相
談
、
情
報
提

供
、
助
言
な
ど

■
申
込
　
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■問
■申
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
８

－

２
３
１

－

９
７
２
４

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に
関
す
る
こ
と
で
、

心
配
さ
れ
て
い
る
本
人
や
そ
の
家
族
の

相
談
に
対
応
し
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
４
日（
水
）19
時
〜
20
時

45
分

■
場
所
　
大
垣
市
総
合
福
祉
会
館

　（
電
話
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
）

■問
岐
阜
西
濃
断
酒
会
　
代
表

　
☎
０
５
８

－

３
２
６

－

１
５
２
２

　
岐
阜
県
発
明
協
会
大
垣
支
会
と
大
垣

市
は
、
第
63
回
発
明
く
ふ
う
展
の
出
展

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
作
品
　
創
意
工
夫
か
ら
生
ま
れ

た
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
発
明
考
案

作
品

■
対
象
　
西
濃
地
域
（
２
市
４
郡
）
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

■
応
募
方
法
　
９
月
２
日（
月
）ま
で
に

岐
阜
県
発
明
協
会
大
垣
支
会
事
務
局

（
大
垣
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

小
・
中
学
生
は
学
校
を
通
じ
て
応
募

■問
岐
阜
県
発
明
協
会
大
垣
支
会
事
務

局（
大
垣
市
役
所
　
商
工
観
光
課
内
）

　
☎
47

－

８
５
９
６（
直
通
）

　
６
月
の
上
水
道
・
簡
易
水
道
の
水
質

検
査
の
結
果
は
、
各
検
査
項
目
と
も
異

常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■問
水
道
課
　
☎
32

－

５
０
８
２

〜
①
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

　
大
型
絵
本
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
６
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
②
楽
し
い
リ
ズ
ム
〜

　
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど

を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
13
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
③
ス
マ
イ
ル（
製
作
）〜

　
洗
濯
ば
さ
み
を
使
っ
て
楽
し
い
製
作

遊
び
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
20
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
④
か
ら
だ
を
つ
か
っ
て
あ
そ
ぼ
う
〜

　
心
と
か
ら
だ
を
育
む
楽
し
い
運
動
遊

び
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
27
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〈
①
②
③
④
共
通
事
項
〉

■
場
所
　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
遊
戯
室
）

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

〜
⑤
子
育
て
カ
フ
ェ
　
す
ま
い
る
〜

　
気
に
な
る
教
育
資
金
な
ど
に
つ
い
て
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
解

説
し
て
く
れ
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

児
童
館
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
９
月
３
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
遊
戯
室

他
）

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
の
前
年
の
扶
養
控

除
を
差
し
引
い
た
月
額
所
得
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
の
人
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
。

■
入
居
日
　
申
込
か
ら
約
１
カ
月
後

■問
■申
改
良
住
宅
対
策
室

　
　
☎
32

－

５
０
７
９

〜
子
育
て
サ
ロ
ン
〜

　
乳
幼
児
と
保
護
者
が
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
く
遊
べ
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
21
日（
水
）９
時
45
分
〜
11
時

30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員
　
先
着
15
組
程
度（
予
約
不

要
・
当
日
受
付
順
）

■問
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
34

－

３
５
０
４

2024年８月号版ひ
よ
こ
ハ
ウ
ス

児
童
館
イ
ベ
ン
ト

水
道
の
水
質
検
査

公
立
こ
ど
も
園
会
計
年
度
任
用
職
員

小
中
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員

町
営
住
宅
入
居
者

子
育
て
シ
ェ
ア
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

令
和
６
年
度
　
依
存
症
専
門
相
談

酒
害
相
談

発
明
く
ふ
う
展
の
作
品
募
集

養
老
町
立
食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー

会
計
年
度
任
用
職
員

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

会
計
年
度
任
用
職
員

●参加料が記載されていない事業は無料です。

TEL 32-1100㈹　FAX 32-2686TEL 32-1100㈹　FAX 32-2686
養老町役場養老町役場

informationinformation

情報ボックス情報ボックス情報ボックス情報ボックス
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催
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ベ
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催
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・
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ベ
ン
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知
ら
せ
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知
ら
せ
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■
勤
務
地
　
町
内
小
学
校

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
あ
り

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
資
格

証
の
写
し（
あ
る
場
合
）

■
申
込
期
限
　
８
月
21
日（
水
）

■問
■申
教
育
総
務
課  

☎
32

－

５
０
８
５

　
町
立
食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー
で
働
く
会

計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
報
酬
　
時
給
９
８
６
円

■
勤
務
内
容
　
セ
ン
タ
ー
内
の
環
境
保

全
業
務
な
ど

■
対
象
　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
町
立
食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー

（
三
神
町
23
）

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
う
ち
４

〜
５
日
間
　
９
時
〜
13
時

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末
日（
再
度
の
雇
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

　
通
勤
手
当
あ
り

■
保
険
　
原
則
、
労
働
保
険
な
ど
加
入

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
資
格

証
な
ど
の
写
し（
あ
る
場
合
）

■
申
込
期
限
　
８
月
21
日（
水
）

■問
■申
町
立
食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー
　

　
　
☎
32

－

０
４
１
６

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
働
く
会

計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
報
酬
　
時
給
１
，
４
９
６
円

■
勤
務
内
容
　
相
談
業
務
や
介
護
予
防

支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど

■
対
象
　
社
会
福
祉
士
ま
た
は
主
任
介

護
支
援
専
門
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
石
畑
５
２
３
）

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
８
時
30

分
〜
16
時
30
分

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末
日（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再

度
の
任
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
、
期
末
手
当（
年
２
回
）あ
り

■
保
険
　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保

険
な
ど
加
入

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
資
格

証
な
ど
の
写
し

■
申
込
期
限
　
８
月
21
日（
水
）

■問
■申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
33

－

０
２
７
０

①
町
営
下
高
田
住
宅
Ｂ
棟

■
場
所
　
高
田
６
９
８
番
地
５

■
戸
数
　
１
戸

■
建
設
年
度
　
平
成
５
年
度

■
構
造
　
中
層
耐
火
構
造
３
階
建
・
戸

当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃
　
５
万
円

■
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
駐
車
料
金
　
１
台
目
／
３
，
１
３
０

円
、
２
台
目
か
ら
２
，
０
８
０
円

②
町
営
岩
道
住
宅
Ａ・Ｃ
棟

■
場
所
　
岩
道
４
５
８
番
地

■
戸
数
　
３
戸（
Ａ
棟
１
戸
、Ｃ
棟
２
戸
）

■
建
設
年
度
　
Ａ
棟
　
平
成
９
年
度
、

Ｃ
棟
　
平
成
15
年
度

■
構
造
　
Ａ
棟
　
中
層
耐
火
構
造
３
階

建
、Ｃ
棟
　
耐
火
構
造
２
階
建
・
戸

当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃
　
Ａ
棟
　
４
万
１
３
０
０
円
、

Ｃ
棟
　
４
万
９
０
０
０
円

■
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
駐
車
料
金
　
１
，
５
６
０
円
／
台

〈
共
通
事
項
〉

■
入
居
資
格

・
現
在
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

は
応
相
談

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度

の
任
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
、期
末
手
当（
年
２
回
）あ
り

■
保
険
　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保
険

な
ど
加
入（
雇
用
形
態
に
よ
り
応
相
談
）

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
免
許

状
・
資
格
証
な
ど
の
写
し

■
申
込
期
限
　
８
月
21
日（
水
）

■問
■申
子
ど
も
課
　
☎
32

－

５
０
７
８

留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
報
酬
　
時
給
９
９
６
円

■
勤
務
内
容
　
放
課
後
保
護
に
欠
け
る

家
庭
に
か
わ
り
、
遊
び
を
通
じ
て
自

主
性
・
創
造
性
を
育
て
る
児
童
の
サ

ポ
ー
ト（
平
日
　
14
時
30
分
〜
18
時

45
分
、
土
曜
日
・
夏
期
休
業
日
な
ど

７
時
45
分
〜
18
時
45
分
）

■
そ
の
他
　
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格
保
有
者
優
遇

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度

の
任
用
あ
り
）

■
対
象
　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数
　
若
干
名

　
掲
載
し
て
い
る
情
報
は
、
予
定
が
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
ど
も
園
看
護
師・准
看
護
師・園
務
員

■
報
酬
　
時
給
９
８
６
円
〜
１
，
３
７
６
円

（
保
有
資
格
に
よ
り
時
給
が
異
な
り

ま
す
）

■
勤
務
内
容
　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
園
児
の
サ
ポ
ー
ト
・
事
務
作
業
な
ど

■
対
象
　
看
護
師
・
准
看
護
師
な
ど
の

資
格
を
有
す
る
人（
年
齢
不
問
）

■
勤
務
地
　
町
内
公
立
こ
ど
も
園

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日（
基
本
、
給

食
実
施
日
）園
に
よ
り
早
番
・
遅
番
、

土
曜
日
出
勤
あ
り※

時
間
に
つ
い
て

■
対
象
　
乳
幼
児
を
育
児
中
の
保
護
者

■
定
員
　
10
組
　※

要
予
約
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■問
■申
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

　
☎
32

－

１
１
４
７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

fukushi-ct@
tow

n.yoro.gifu.jp

　
　
親
子
あ
つ
ま
れ
！
養
老
町
の
子
育

て
サ
ー
ク
ル
で
す
。
楽
し
い
親
子
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〜
夏
休
み
あ
そ
び
フ
ェ
ス
タ
〜

〈
つ
く
る
、
聴
く
、
み
る
、
た
べ
る
を
あ

そ
ぼ
う
！
〉

■
日
時
　
８
月
10
日（
土
）10
時
〜
15
時

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館
中
ホ
ー
ル

詳
細
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

@
kosodate_share_coco46

に
て

■問
■申
子
育
て
シ
ェ
ア
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
　

　
担
当
　
川
瀬

　
☎
０
８
０

－

３
５
６
８

－

２
４
６
９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

Sharecoco46@
gm

ail.com

　
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
主

催
の
依
存
症
専
門
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
２
日（
金
）・
16
日（
金
）

14
時
〜
14
時
50
分
、
15
時
〜
15
時
50

分（
要
予
約
）

■
場
所
　
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
　
小
会
議
室（
岐
阜
市
鷺

山
向
井
２
５
６
３

－

18
）

■
対
象
者
　
ア
ル
コ
ー
ル
、薬
物
、ゲ
ー

ム
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
へ
の
依
存
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
人
な
ら
び
に
そ
の
家
族
な
ど

■
内
容
　
面
談
に
よ
る
相
談
、
情
報
提

供
、
助
言
な
ど

■
申
込
　
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■問
■申
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
８

－

２
３
１

－

９
７
２
４

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に
関
す
る
こ
と
で
、

心
配
さ
れ
て
い
る
本
人
や
そ
の
家
族
の

相
談
に
対
応
し
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
４
日（
水
）19
時
〜
20
時

45
分

■
場
所
　
大
垣
市
総
合
福
祉
会
館

　（
電
話
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
）

■問
岐
阜
西
濃
断
酒
会
　
代
表

　
☎
０
５
８

－

３
２
６

－

１
５
２
２

　
岐
阜
県
発
明
協
会
大
垣
支
会
と
大
垣

市
は
、
第
63
回
発
明
く
ふ
う
展
の
出
展

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
作
品
　
創
意
工
夫
か
ら
生
ま
れ

た
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
発
明
考
案

作
品

■
対
象
　
西
濃
地
域
（
２
市
４
郡
）
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

■
応
募
方
法
　
９
月
２
日（
月
）ま
で
に

岐
阜
県
発
明
協
会
大
垣
支
会
事
務
局

（
大
垣
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

小
・
中
学
生
は
学
校
を
通
じ
て
応
募

■問
岐
阜
県
発
明
協
会
大
垣
支
会
事
務

局（
大
垣
市
役
所
　
商
工
観
光
課
内
）

　
☎
47

－

８
５
９
６（
直
通
）

　
６
月
の
上
水
道
・
簡
易
水
道
の
水
質

検
査
の
結
果
は
、
各
検
査
項
目
と
も
異

常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■問
水
道
課
　
☎
32

－

５
０
８
２

〜
①
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

　
大
型
絵
本
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
６
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
②
楽
し
い
リ
ズ
ム
〜

　
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど

を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
13
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
③
ス
マ
イ
ル（
製
作
）〜

　
洗
濯
ば
さ
み
を
使
っ
て
楽
し
い
製
作

遊
び
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
20
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
④
か
ら
だ
を
つ
か
っ
て
あ
そ
ぼ
う
〜

　
心
と
か
ら
だ
を
育
む
楽
し
い
運
動
遊

び
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
27
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〈
①
②
③
④
共
通
事
項
〉

■
場
所
　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
遊
戯
室
）

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

〜
⑤
子
育
て
カ
フ
ェ
　
す
ま
い
る
〜

　
気
に
な
る
教
育
資
金
な
ど
に
つ
い
て
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
解

説
し
て
く
れ
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

児
童
館
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
９
月
３
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
遊
戯
室

他
）

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
の
前
年
の
扶
養
控

除
を
差
し
引
い
た
月
額
所
得
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
の
人
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
。

■
入
居
日
　
申
込
か
ら
約
１
カ
月
後

■問
■申
改
良
住
宅
対
策
室

　
　
☎
32

－

５
０
７
９

〜
子
育
て
サ
ロ
ン
〜

　
乳
幼
児
と
保
護
者
が
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
く
遊
べ
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
21
日（
水
）９
時
45
分
〜
11
時

30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員
　
先
着
15
組
程
度（
予
約
不

要
・
当
日
受
付
順
）

■問
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
34

－
３
５
０
４

2024年８月号版ひ
よ
こ
ハ
ウ
ス

児
童
館
イ
ベ
ン
ト

水
道
の
水
質
検
査

公
立
こ
ど
も
園
会
計
年
度
任
用
職
員

小
中
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員

町
営
住
宅
入
居
者

子
育
て
シ
ェ
ア
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

令
和
６
年
度
　
依
存
症
専
門
相
談

酒
害
相
談

発
明
く
ふ
う
展
の
作
品
募
集

養
老
町
立
食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー

会
計
年
度
任
用
職
員

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

会
計
年
度
任
用
職
員

●参加料が記載されていない事業は無料です。

TEL 32-1100㈹　FAX 32-2686TEL 32-1100㈹　FAX 32-2686
養老町役場養老町役場

informationinformation

情報ボックス情報ボックス情報ボックス情報ボックス

募
　
集

募
　
集

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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男女共同参画審議会委員を公募します

　町では、養老町男女共同参画のまちづくり条例に基づき、養老町男女共同参画審議会を設置しています。審議会では「養
老町第３次男女共同参画プラン」の基本理念である「ともにささえあい、ともに担い、誰もが輝く社会をめざして」に基づき、
関係する施策の実施状況や進捗状況を審議しています。委員の任期満了に伴い、下記のとおり委員を一般公募します。

１．応募資格（次のすべての条件を満たす人）
　　（１）町内在住の20歳以上の人（男女は問いません）
　　（２）男女共同参画の推進に関心のある人
　　（３）平日の昼間に開催する審議会（年１～２回程度）に参加できる人
　　（４）今までに養老町男女共同参画審議会委員を委嘱されたことがない人
２．募集人数
　　若干名（選考のうえ決定いたします）
３．任　期
　　委嘱日から令和８年３月31日まで
４．報酬など
　　１回の出席ごとに町の条例に基づいた報酬および旅費を支給します
５．応募方法
　　応募用紙に必要事項をご記入のうえ、総務課へ持参・郵送・メールなどにより提出してください。（応募用紙は総務
課窓口に備え付け、または町ホームページにてダウンロードできます）
６．募集期日
　　８月23日（金）まで　※必着

■問 総務課　☎32-1101

　
６
月
９
日（
日
）に
少
年
の
主
張
審

査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
生
の
声
を
聞
く
機
会
と
し
て
と

て
も
充
実
し
た
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
中
学
生
の
最
優
秀
作
品
で

あ
る
川
瀨
詩
乃
さ
ん
の
主
張「
か
け
が

え
の
な
い
も
の
」か
ら
人
権
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
の
帰
り
、
い

つ
も
の
時
間
に
な
っ
て
も
母
の
迎
え

が
来
ず
、
妹
と
歩
い
て
帰
る
事
に
し

ま
し
た
。
そ
の
道
中
、
事
故
が
あ
っ

た
の
か
、
車
が
水
路
に
落
ち
、
つ
ぶ

れ
て
い
る
様
子
が
目
に
飛
び
こ
ん
で

き
ま
し
た
。
あ
の
つ
ぶ
れ
て
い
た
車

は
、
母
の
車
で
は
な
い
か
と
頭
が
真
っ

白
に
な
り
、
急
に
不
安
が
私
と
妹
を

襲
っ
て
く
る
感
覚
を
、
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。
徒
歩
で
の
帰
宅

後
、
駐
車
場
に
母
の
車
は
な
く
、
あ

の
事
故
は
母
の
身
に
起
き
た
も
の
だ

と
分
か
っ
た
瞬
間
、
我
慢
し
て
い
た

感
情
が
あ
ふ
れ
出
し
、
涙
が
止
ま
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。
母
の
状
況
を
聞

く
と
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
運
ば
れ
、

意
識
不
明
の
重
体
。
そ
う
聞
い
た
瞬

間
、
嘘
だ
と
思
い
、
信
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
、「
も
っ
と
母
を
大
切
に
し
、
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
て
お
け
ば
良
か
っ

た
」と
後
悔
し
ま
し
た
。（
略
）

　
当
た
り
前
に
思
っ
て
き
た
生
活

は
、
決
し
て
当
た
り
前
で
は
な
く
、

今
こ
う
し
て
生
活
で
き
て
い
る
事
に

も
感
謝
す
る
必
要
が
あ
る
と
実
感
し

ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
命
」の
大

切
さ
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
日
常
に
、

当
た
り
前
に
い
る
大
切
な
人
、
大
切

な
時
間
、
大
切
な
命
は
、
あ
る
日
突

然
、
当
た
り
前
で
は
無
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
日
と
同
じ
よ
う
に
明
日
が
来
る

保
証
な
ど
、
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な

人
と
過
ご
す
時
間
や
関
わ
り
が
、
か

け
が
え
の
な
い
も
の
だ
と
、
母
の
事

故
を
通
し
て
、
身
を
も
っ
て
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

　
母
は
退
院
後
、
今
ま
で
通
り
の
生

活
が
送
れ
る
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
実
際
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
後
遺
症
が
残
り
、
事
故
前

に
比
べ
る
と
体
調
が
悪
い
日
が
増
え

た
母
を
一
番
近
く
で
見
て
い
た
私

は
、
自
然
と
母
の
体
を
気
遣
い
、
自

分
か
ら
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

幼
い
頃
、
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
た
私
と
は
裏
腹
に
、
後

遺
症
を
背
負
う
母
を
助
け
て
い
き
た

い
。
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
慣
れ
な
い
事
を
行
う

の
は
簡
単
で
は
な
く
、
投
げ
出
し
た

く
な
る
日
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

い
つ
も
思
い
出
す
の
は
、
母
が
入
院

中
に
度
々
聞
い
て
い
た
父
の「
家
族
は

チ
ー
ム
。
ピ
ン
チ
な
時
ほ
ど
助
け
合

お
う
」と
い
う
言
葉
で
し
た
。（
略
）

　
だ
か
ら
こ
そ
、
み
な
さ
ん
に
今
一

番
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当

た
り
前
な
ど
、
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切

な
も
の
を
失
っ
て
か
ら
気
が
付
く
の

で
は
遅
い
の
で
す
。
今
の
生
活
に
感

謝
し
、
困
っ
た
時
に
寄
り
添
っ
て
く

れ
る
か
け
が
え
の
な
い
人
、
今
と
い

う
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
大
切
に
。

そ
れ
が
私
の
願
い
で
す
。

　
川
瀨
さ
ん
の
主
張
か
ら
ど
ん
な
こ

と
を
感
じ
た
で
し
ょ
う
か
。”身
近
に

い
る
“か
ら
、”当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
“か
ら
こ
そ
、
か
け
が
え
の
な

い
も
の
が
気
付
き
難
い
も
の
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
に
着
目
し
、
ま
っ
す
ぐ
に

気
持
ち
を
表
現
し
て
い
る
川
瀨
さ
ん

の
主
張
は
、
は
っ
と
大
切
な
も
の
に

気
付
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

川
瀨
さ
ん
の
主
張
は
も
う
一
つ
大
切

な
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
そ
れ
は
、
つ
ら
く
、
投
げ

出
し
た
く
な
り
そ
う
な
時
に
い
つ
も

思
い
出
さ
れ
る
お
父
さ
ん
の
言
葉
で

す
。
こ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
お
父

さ
ん
の
想
い
。「
川
瀨
さ
ん
か
ら
お
母

さ
ん
だ
け
で
な
く
、
お
父
さ
ん
か
ら

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
か
ら
川
瀨
さ

ん
へ
と
家
族
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
」

と
い
う
お
父
さ
ん
の
想
い
を
感
じ

取
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
か
け
が
え

の
な
い
も
の
に
目
を
向
け
、
大
切
に

し
た
い
と
強
く
感
じ
ら
れ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
に
当
て
は
め
て
考
え
て
み
る

と
、
私
の
周
り
に
も
私
の
こ
と
を
大

切
に
思
っ
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
を
大
切
に
思
っ
て
く
れ

る
そ
の
人
に
も
、
同
じ
よ
う
に
そ
の

人
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
人
が
い
る

の
で
す
。
自
分
の
周
り
に
い
る
人
に

は
、
そ
う
い
う
つ
な
が
り
が
あ
る
と

考
え
る
と
よ
り
一
層
、
相
手
の
人
権

を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ

て
き
て
い
る
現
代
。
だ
か
ら
こ
そ
、

目
の
前
に
い
る
相
手
だ
け
で
な
く
、

そ
の
相
手
の
奥
に
あ
る
つ
な
が
り
に

ま
で
目
を
向
け
て
関
わ
り
が
築
け
る

と
素
敵
で
す
ね
。

町
民
文
芸

町
民
文
芸

◆
ま
ほ
ろ
ば
短
歌
会

元
気
に
八
十
路
半
ば
に
田
植
す
る
嬉
し
き
想
い
有
り
難
く
謝
し
　
　
　
　
　
　
　
大
橋
正
典

百
株
の
苺
鈴
な
り
大
中
小
雨
貰
う
た
び
大
き
く
熟
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
や
す
子

人
間
が
植
え
て
な
い
か
ら
雑
草
と
呼
ば
れ
る
だ
け
で
本
名
は
あ
る
　
　
　
　
　
　
河
村
紀
年

ふ
く
べ
似
の
池
を
染
め
上
ぐ
し
だ
れ
梅
枝
長
け
れ
ば
水
面
触
れ
た
り
　
　
　
　
　
山
本
重
孝

雨
模
様
友
に
貰
い
し
シ
ャ
ク
ヤ
ク
を
咲
く
を
祈
り
つ
つ
早
速
植
え
る
　
　
　
　
　
清
水
康
子

い
か
に
せ
ん
古
人
の
伝
え
理
に
有
り
て
変
わ
り
ゆ
く
世
に
心
乱
れ
し
　
　
　
　
　
大
橋
二
美

し
の
ぶ
れ
ば
こ
の
寒
さ
な
り
田
植
え
な
り
ツ
バ
メ
元
気
に
子
供
を
育
て
る
　
　
　
竹
田
義
秋

短
歌
を
一
緒
に
勉
強
し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
大
橋
正
典
　
☎
０
９
０

－

１
４
１
５

－

２
３
８
７

少年の主張審査会より
～かけがえのないもの～

少
年
の
主
張
審
査
会
よ
り

中
学
生
の
部
　最
優
秀
作
品

「
か
け
が
え
の
な
い
も
の
」

　
　
　東
部
中
学
校
　川
瀨
　詩
乃

か
け
が
え
の
な
い
も
の

養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念

第
30
回
養
老
の
滝
開
き

俳
句
大
会
入
選
作
品

大
会
賞

馥
郁
と
孝
子
酒
飲
む
滝
開
き
　
　
　
　
　
大
橋
正
典

養
老
町
議
会
議
長
賞

雨
傘
を
時
に
は
枕
に
滝
の
み
ち
　
　
　
　
松
永
智
志

中
日
新
聞
社
賞

梅
雨
雲
押
し
上
げ
て
ゐ
る
護
摩
煙
　
　
　
松
野
登
志
江

瓢
箪
賞

龍
神
の
霊
気
纏
へ
る
法
螺
の
音
　
　
　
　
佐
藤
礼
子

特
選

錫
杖
を
ふ
り
し
麻
衣
に
火
の
粉
あ
と
　
　
神
田
ま
さ
子

秀
作

ひ
と
す
じ
の
日
矢
を
貫
き
滝
落
つ
る
　
　
松
野
登
志
江

佳
作

滝
山
の
花
人
集
ふ
時
計
台
　
　
　
　
　
　
神
田
ま
さ
子

法
螺
響
く
渓
谷
晴
れ
て
滝
開
く
　
　
　
　
大
橋
正
典

万
緑
の
尾
根
従
へ
り
孝
子
滝
　
　
　
　
　
佐
藤
礼
子

入
選

若
水
の
一
滴
に
筆
落
す
か
な
　
　
　
　
　
植
田
芙
美
子

滝
し
ぶ
き
岩
の
き
ざ
は
し
磨
き
あ
げ
　
　
山
本
重
孝

滝
開
き
山
の
素
顔
の
的
と
な
る
　
　
　
　
安
福
隆
司
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人が人らしくいきるために…人権
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　　１回の出席ごとに町の条例に基づいた報酬および旅費を支給します
５．応募方法
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課窓口に備え付け、または町ホームページにてダウンロードできます）
６．募集期日
　　８月23日（金）まで　※必着

■問 総務課　☎32-1101

　
６
月
９
日（
日
）に
少
年
の
主
張
審

査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
生
の
声
を
聞
く
機
会
と
し
て
と

て
も
充
実
し
た
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
中
学
生
の
最
優
秀
作
品
で

あ
る
川
瀨
詩
乃
さ
ん
の
主
張「
か
け
が

え
の
な
い
も
の
」か
ら
人
権
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
の
帰
り
、
い

つ
も
の
時
間
に
な
っ
て
も
母
の
迎
え

が
来
ず
、
妹
と
歩
い
て
帰
る
事
に
し

ま
し
た
。
そ
の
道
中
、
事
故
が
あ
っ

た
の
か
、
車
が
水
路
に
落
ち
、
つ
ぶ

れ
て
い
る
様
子
が
目
に
飛
び
こ
ん
で

き
ま
し
た
。
あ
の
つ
ぶ
れ
て
い
た
車

は
、
母
の
車
で
は
な
い
か
と
頭
が
真
っ

白
に
な
り
、
急
に
不
安
が
私
と
妹
を

襲
っ
て
く
る
感
覚
を
、
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。
徒
歩
で
の
帰
宅

後
、
駐
車
場
に
母
の
車
は
な
く
、
あ

の
事
故
は
母
の
身
に
起
き
た
も
の
だ

と
分
か
っ
た
瞬
間
、
我
慢
し
て
い
た

感
情
が
あ
ふ
れ
出
し
、
涙
が
止
ま
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。
母
の
状
況
を
聞

く
と
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
運
ば
れ
、

意
識
不
明
の
重
体
。
そ
う
聞
い
た
瞬

間
、
嘘
だ
と
思
い
、
信
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
、「
も
っ
と
母
を
大
切
に
し
、
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
て
お
け
ば
良
か
っ

た
」と
後
悔
し
ま
し
た
。（
略
）

　
当
た
り
前
に
思
っ
て
き
た
生
活

は
、
決
し
て
当
た
り
前
で
は
な
く
、

今
こ
う
し
て
生
活
で
き
て
い
る
事
に

も
感
謝
す
る
必
要
が
あ
る
と
実
感
し

ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
命
」の
大

切
さ
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
日
常
に
、

当
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り
前
に
い
る
大
切
な
人
、
大
切

な
時
間
、
大
切
な
命
は
、
あ
る
日
突

然
、
当
た
り
前
で
は
無
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
日
と
同
じ
よ
う
に
明
日
が
来
る

保
証
な
ど
、
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な

人
と
過
ご
す
時
間
や
関
わ
り
が
、
か

け
が
え
の
な
い
も
の
だ
と
、
母
の
事

故
を
通
し
て
、
身
を
も
っ
て
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

　
母
は
退
院
後
、
今
ま
で
通
り
の
生

活
が
送
れ
る
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
実
際
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
後
遺
症
が
残
り
、
事
故
前

に
比
べ
る
と
体
調
が
悪
い
日
が
増
え

た
母
を
一
番
近
く
で
見
て
い
た
私

は
、
自
然
と
母
の
体
を
気
遣
い
、
自

分
か
ら
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

幼
い
頃
、
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
た
私
と
は
裏
腹
に
、
後

遺
症
を
背
負
う
母
を
助
け
て
い
き
た

い
。
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
慣
れ
な
い
事
を
行
う

の
は
簡
単
で
は
な
く
、
投
げ
出
し
た

く
な
る
日
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

い
つ
も
思
い
出
す
の
は
、
母
が
入
院

中
に
度
々
聞
い
て
い
た
父
の「
家
族
は

チ
ー
ム
。
ピ
ン
チ
な
時
ほ
ど
助
け
合

お
う
」と
い
う
言
葉
で
し
た
。（
略
）

　
だ
か
ら
こ
そ
、
み
な
さ
ん
に
今
一

番
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当

た
り
前
な
ど
、
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切

な
も
の
を
失
っ
て
か
ら
気
が
付
く
の

で
は
遅
い
の
で
す
。
今
の
生
活
に
感

謝
し
、
困
っ
た
時
に
寄
り
添
っ
て
く

れ
る
か
け
が
え
の
な
い
人
、
今
と
い

う
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
大
切
に
。

そ
れ
が
私
の
願
い
で
す
。

　
川
瀨
さ
ん
の
主
張
か
ら
ど
ん
な
こ

と
を
感
じ
た
で
し
ょ
う
か
。”身
近
に

い
る
“か
ら
、”当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
“か
ら
こ
そ
、
か
け
が
え
の
な

い
も
の
が
気
付
き
難
い
も
の
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
に
着
目
し
、
ま
っ
す
ぐ
に

気
持
ち
を
表
現
し
て
い
る
川
瀨
さ
ん

の
主
張
は
、
は
っ
と
大
切
な
も
の
に

気
付
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

川
瀨
さ
ん
の
主
張
は
も
う
一
つ
大
切

な
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
そ
れ
は
、
つ
ら
く
、
投
げ

出
し
た
く
な
り
そ
う
な
時
に
い
つ
も

思
い
出
さ
れ
る
お
父
さ
ん
の
言
葉
で

す
。
こ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
お
父

さ
ん
の
想
い
。「
川
瀨
さ
ん
か
ら
お
母

さ
ん
だ
け
で
な
く
、
お
父
さ
ん
か
ら

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
か
ら
川
瀨
さ

ん
へ
と
家
族
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
」

と
い
う
お
父
さ
ん
の
想
い
を
感
じ

取
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
か
け
が
え

の
な
い
も
の
に
目
を
向
け
、
大
切
に

し
た
い
と
強
く
感
じ
ら
れ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
に
当
て
は
め
て
考
え
て
み
る

と
、
私
の
周
り
に
も
私
の
こ
と
を
大

切
に
思
っ
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
を
大
切
に
思
っ
て
く
れ

る
そ
の
人
に
も
、
同
じ
よ
う
に
そ
の

人
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
人
が
い
る

の
で
す
。
自
分
の
周
り
に
い
る
人
に

は
、
そ
う
い
う
つ
な
が
り
が
あ
る
と

考
え
る
と
よ
り
一
層
、
相
手
の
人
権

を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ

て
き
て
い
る
現
代
。
だ
か
ら
こ
そ
、

目
の
前
に
い
る
相
手
だ
け
で
な
く
、

そ
の
相
手
の
奥
に
あ
る
つ
な
が
り
に

ま
で
目
を
向
け
て
関
わ
り
が
築
け
る

と
素
敵
で
す
ね
。

町
民
文
芸

町
民
文
芸

◆
ま
ほ
ろ
ば
短
歌
会

元
気
に
八
十
路
半
ば
に
田
植
す
る
嬉
し
き
想
い
有
り
難
く
謝
し
　
　
　
　
　
　
　
大
橋
正
典

百
株
の
苺
鈴
な
り
大
中
小
雨
貰
う
た
び
大
き
く
熟
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
や
す
子

人
間
が
植
え
て
な
い
か
ら
雑
草
と
呼
ば
れ
る
だ
け
で
本
名
は
あ
る
　
　
　
　
　
　
河
村
紀
年

ふ
く
べ
似
の
池
を
染
め
上
ぐ
し
だ
れ
梅
枝
長
け
れ
ば
水
面
触
れ
た
り
　
　
　
　
　
山
本
重
孝

雨
模
様
友
に
貰
い
し
シ
ャ
ク
ヤ
ク
を
咲
く
を
祈
り
つ
つ
早
速
植
え
る
　
　
　
　
　
清
水
康
子

い
か
に
せ
ん
古
人
の
伝
え
理
に
有
り
て
変
わ
り
ゆ
く
世
に
心
乱
れ
し
　
　
　
　
　
大
橋
二
美

し
の
ぶ
れ
ば
こ
の
寒
さ
な
り
田
植
え
な
り
ツ
バ
メ
元
気
に
子
供
を
育
て
る
　
　
　
竹
田
義
秋

短
歌
を
一
緒
に
勉
強
し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
大
橋
正
典
　
☎
０
９
０

－

１
４
１
５

－

２
３
８
７

少年の主張審査会より
～かけがえのないもの～

少
年
の
主
張
審
査
会
よ
り

中
学
生
の
部
　最
優
秀
作
品

「
か
け
が
え
の
な
い
も
の
」

　
　
　東
部
中
学
校
　川
瀨
　詩
乃

か
け
が
え
の
な
い
も
の

養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念

第
30
回
養
老
の
滝
開
き

俳
句
大
会
入
選
作
品

大
会
賞

馥
郁
と
孝
子
酒
飲
む
滝
開
き
　
　
　
　
　
大
橋
正
典

養
老
町
議
会
議
長
賞

雨
傘
を
時
に
は
枕
に
滝
の
み
ち
　
　
　
　
松
永
智
志

中
日
新
聞
社
賞

梅
雨
雲
押
し
上
げ
て
ゐ
る
護
摩
煙
　
　
　
松
野
登
志
江

瓢
箪
賞

龍
神
の
霊
気
纏
へ
る
法
螺
の
音
　
　
　
　
佐
藤
礼
子

特
選

錫
杖
を
ふ
り
し
麻
衣
に
火
の
粉
あ
と
　
　
神
田
ま
さ
子

秀
作

ひ
と
す
じ
の
日
矢
を
貫
き
滝
落
つ
る
　
　
松
野
登
志
江

佳
作

滝
山
の
花
人
集
ふ
時
計
台
　
　
　
　
　
　
神
田
ま
さ
子

法
螺
響
く
渓
谷
晴
れ
て
滝
開
く
　
　
　
　
大
橋
正
典

万
緑
の
尾
根
従
へ
り
孝
子
滝
　
　
　
　
　
佐
藤
礼
子

入
選

若
水
の
一
滴
に
筆
落
す
か
な
　
　
　
　
　
植
田
芙
美
子

滝
し
ぶ
き
岩
の
き
ざ
は
し
磨
き
あ
げ
　
　
山
本
重
孝

滝
開
き
山
の
素
顔
の
的
と
な
る
　
　
　
　
安
福
隆
司
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シリーズ みんなで考えよう。
人が人らしくいきるために…人権



　
３
７
１
億
円
を
詐
取
し
、
獄
中
14
年
。

逃
亡
を
指
示
し
た「
共
犯
者
」は
、
忽

然
と
姿
を
消
し
た―

。
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
の
ト
リ
ガ
ー
を
引
い
た
男
が

明
か
す「
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
」狂
奔
の
す

べ
て
。『
ス
ト
イ
カ
オ
ン
ラ
イ
ン
』掲

載
を
加
筆
・
修
正
。

　
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
で
、
国
民
に
最
も

注
目
さ
れ
る
人
物「
総
理
大
臣
」。
総

理
大
臣
の
仕
事
や
、
総
理
大
臣
に
な
る

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
マ
ン
ガ
を
交
え

て
解
説
す
る
。
小
泉
純
一
郎
、
枝
野
幸

男
な
ど
、
総
理
大
臣
経
験
者
や
政
治
家

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
掲
載
。

　
人
類
史
は“

洗
脳”

の
繰
り
返
し
で

あ
る―

。
宗
教
戦
争
、
共
産
主
義
、
カ

ル
ト
、
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
と
イ
ル
ミ
ナ

テ
ィ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
カ
ラ
ク
リ
、

解
き
方…

。
反
骨
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
船
瀬
俊
介
と
心
理
学
者
の
Ａ
Ｉ
Ｎ

Ｏ
が“

洗
脳„

技
術
を
暴
く
。

　
契
約
す
れ
ば
３
つ
の
願
い
を
か
な
え

て
く
れ
る
と
い
う
ラ
ン
プ
の
魔
人“

ジ

ン„

と
出
会
っ
た
初
香
は
、
高
校
一

の
美
少
女
・
マ
リ
カ
と
入
れ
替
わ
り
た

い
と
願
う
が…

。
表
題
作
な
ど
６
つ
の

物
語
を
収
録

　
気
高
く
生
き
る
女
と
出
会
っ
た
と
き
、

な
ぜ
か
胸
が
痛
く
な
る―

。
ア
イ
ヌ
の

出
自
を
持
ち
、
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
地

位
を
確
立
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ミ
ワ
。

彼
女
と
の
出
会
い
が
人
に
与
え
る
も
の

は
。

　
古
代
ケ
ル
ト
史
を
学
ぶ
日
々
、
マ
ー

ト
ン
・
コ
レ
ッ
ジ
の
一
日
、
女
王
陛
下

と
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
・
テ
ィ
ー
、
人
生

で
い
ち
ば
ん
緊
張
し
た
日…

。
女
性
皇

族
と
し
て
初
め
て
海
外
で
博
士
号
を
取

得
し
た
彬
子
女
王
の
涙
と
笑
い
の
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
留
学
報
告
。

　
地
球
の
平
均
気
温
が
２
℃
あ
が
る
と
、

環
境
災
害
が
は
じ
ま
る
。
地
球
の
気
温

上
昇
を
と
め
ろ
！
地
球
温
暖
化
に
よ
る

環
境
の
変
化
が
も
た
ら
す
生
き
も
の
た

ち
へ
の
重
大
な
危
機
を
、
絵
で
直
感
的

に
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
た
絵
本
。

　「
思
い
や
り
の
心
や
豊
か
な
感
性
を

育
む「
和
」の
お
け
い
こ
、「
茶
道
」「
華

道
」。
は
じ
め
て
茶
道
や
華
道
を
習
う

小
学
生
に
向
け
て
、
き
ほ
ん
や
歴
史
、

所
作
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
指
南
す
る
。

　
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
で
っ
ち
あ
げ

る
や
つ
、
友
だ
ち
の
お
金
を
自
分
の
も

の
に
す
る
や
つ…

。
お
じ
ぞ
う
さ
ん
に

手
を
合
わ
せ
、
ム
カ
つ
く
相
手
の
名
を

と
な
え
る
と
、
代
わ
り
に
こ
ら
し
め
て

く
れ
る
!?
こ
わ
く
て
面
白
い
短
編
全
３

話
を
収
録
。

　
戦
後
日
本
で
は
人
々
は
雑
誌
で
小
説

を
読
み
、
数
多
く
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
が

生
ま
れ
た
。
昭
和
20
年
代
か
ら
40
年
代

に
か
け
て
隆
盛
し
た
純
文
学
と
大
衆
小

説
の
間
の
存
在
で
あ
る
中
間
小
説
の
誕

生
か
ら
、読
者
層
の
形
成
、市
場
が
確
立
、

拡
大
す
る
ま
で
を
さ
ぐ
る
。

●
赤
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な
し
会

を
親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
８
月
６
日（
火
）10
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階

　
　
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
夜
の
こ
わ
ー
い
お
は
な
し
会

　
い
つ
も
と
違
う
、
真
っ
暗
な
図
書
館

で
こ
わ
ー
い
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
。

熱
い
夏
に
ヒ
ヤ
ッ
と
し
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
８
月
21
日（
水
）19
時
15
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階
　

　
　
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
大
人
と
子
ど
も
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ

　
大
人
の
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
に
な
り
ま
す
。

日
時
　
８
月
22
日（
木
）10
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階

　
　
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●「
戦
争
の
お
話
を
語
る
会
」

　
戦
争
の
体
験
談
な
ど
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
時
　
８
月
24
日（
土
）10
時
〜

場
所
　
町
中
央
公
民
館
１
階

　
　
　
特
別
会
議
室

講
師
　
株
式
会
社
貝
沼
精
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
沼
　
義
一
氏

　
　
　
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
吉
一
氏

　
　
　
大
垣
空
襲
を
語
る
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
正
一
氏

定
員
　
50
人

■問
■申
　
町
図
書
館
　
☎
33-

０
２
１
５

  

　
　
　
町
中
央
公
民
館
　
☎
32-

１
２
８
１

●
開
館
時
間
の
延
長（
夏
季
期
間
）

　
図
書
館
の
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

期
間
　
８
月
22
日（
木
）ま
で

時
間
　
９
時
〜
19
時
　

●
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
蔵
書
点
検
の
た
め
、
左
記
期
間
臨
時

休
館
し
ま
す
。

期
間
　
９
月
１
日（
日
）〜
５
日（
木
）

　
休
館
中
は
本
の
貸
し
出
し
や
閲
覧
な

ど
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
本
の
返
却
は
返

却
ボ
ッ
ク
ス
に
て
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

特定健診はもう受診しましたか？
　特定健診は、あなたが生活習慣病（糖尿病・高血圧症・脂質異常症など）に近づいていないかを早期発見するための重要
な健診です。症状が現れにくい病気だからこそ、健診を毎年受診し続けることで、体の変化に素早く気付くことができま
す。前回は異常がなかったからと健診を先延ばしにしてしまうと知らぬ間に悪化していることも考えられます。一年に一
度、自分のためだけでなく家族のためにも特定健診・特定保健指導をぜひ受診しましょう。　

■対象者　　40歳から74歳までの養老町国民健康保険加入者（人間ドックの助成を受ける人は対象外となります）
■実施場所　町内医療機関、町保健センター（12月４日(水)）、池辺公民館（12月５日(木)）
　　　　　　※町保健センターと池辺公民館では、大腸がん検診も同時に受診できます。詳細は保健センターへお問い合

わせください。
■受診期間　５月20日～８月31日（この期間に受診できない場合でも12月28日まで受診可能です）
■持ち物　　・受診票（対象者にはオレンジ色の封筒にてすでに送付しています）
　　　　　　・国民健康保険被保険者証

※受診票の再発行は住民環境課または町保健センターまで

人間ドックを受診した人は
　養老町国民健康保険に加入中の40歳から74歳までの人で、特定健診を受けずに人間ドックを受診した場合は、人間ドッ
ク検査料の助成を受けられます。対象者は住民環境課で申請してください。

■対象者　　・養老町国民健康保険加入中の40歳から74歳までの人 ・今年度の特定健診を受診していない人
　　　　　　・人間ドックの受診日から６カ月以内の人　　　　　  ・検査項目が特定健診の検査項目を満たしている人
　　　　　　・国民健康保険税の未納がない人　　　　　　　　　  ・他の医療保険からの助成を受けない人
■必要書類　・養老町国民健康保険被保険者証・人間ドック検査料領収書 ・人間ドック検査結果表
　　　　　　・印鑑（朱肉を使用するもの）　　・振込先のわかるもの
■助成金額　人間ドック検査料の半額とし、上限２万円

子宮頸がん予防接種のキャッチアップ接種について
○キャッチアップ接種について
　平成９年度から平成19年度に生まれた（誕生日が1997年４月２日から2008年４月１日）女性の中に、通常の子宮頸がんワク
チンの定期接種の対象年齢（小学校６年から高校１年相当）の間に接種を逃した人がいます。※標準的な接種年齢は中学１年生で
す。
　まだ接種を受けていない人に対し、あらためて子宮頸がんワクチン接種の機会を提供しています。

○ワクチンの種類について
※原則１回目に接種したワクチンを引き続き接種します。
・サーバリックス（２価ワクチン）
・ガーダシル（４価ワクチン）
・シルガード９（９価ワクチン）※令和５年４月より定期接種のワクチンとなりました。

○接種期限・料金について
令和７年３月31日まで無料で接種できます。
（ワクチン接種は合計３回で、完了するまでに約６カ月かかるため、接種を希望する人は今年の９月までに接種を開始し
ていただくようにご検討ください）

詳しくは、厚生労働省ホームページをご参照ください。

■問 住民環境課　　　☎32-1104
　 町保健センター　☎32-9025

■問 町保健センター　☎32-9025

厚生労働省
ホームページ
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３
７
１
億
円
を
詐
取
し
、
獄
中
14
年
。

逃
亡
を
指
示
し
た「
共
犯
者
」は
、
忽

然
と
姿
を
消
し
た―

。
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
の
ト
リ
ガ
ー
を
引
い
た
男
が

明
か
す「
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
」狂
奔
の
す

べ
て
。『
ス
ト
イ
カ
オ
ン
ラ
イ
ン
』掲

載
を
加
筆
・
修
正
。

　
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
で
、
国
民
に
最
も

注
目
さ
れ
る
人
物「
総
理
大
臣
」。
総

理
大
臣
の
仕
事
や
、
総
理
大
臣
に
な
る

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
マ
ン
ガ
を
交
え

て
解
説
す
る
。
小
泉
純
一
郎
、
枝
野
幸

男
な
ど
、
総
理
大
臣
経
験
者
や
政
治
家

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
掲
載
。

　
人
類
史
は“

洗
脳”

の
繰
り
返
し
で

あ
る―

。
宗
教
戦
争
、
共
産
主
義
、
カ

ル
ト
、
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
と
イ
ル
ミ
ナ

テ
ィ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
カ
ラ
ク
リ
、

解
き
方…

。
反
骨
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
船
瀬
俊
介
と
心
理
学
者
の
Ａ
Ｉ
Ｎ

Ｏ
が“

洗
脳„

技
術
を
暴
く
。

　
契
約
す
れ
ば
３
つ
の
願
い
を
か
な
え

て
く
れ
る
と
い
う
ラ
ン
プ
の
魔
人“

ジ

ン„

と
出
会
っ
た
初
香
は
、
高
校
一

の
美
少
女
・
マ
リ
カ
と
入
れ
替
わ
り
た

い
と
願
う
が…

。
表
題
作
な
ど
６
つ
の

物
語
を
収
録

　
気
高
く
生
き
る
女
と
出
会
っ
た
と
き
、

な
ぜ
か
胸
が
痛
く
な
る―

。
ア
イ
ヌ
の

出
自
を
持
ち
、
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
地

位
を
確
立
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ミ
ワ
。

彼
女
と
の
出
会
い
が
人
に
与
え
る
も
の

は
。

　
古
代
ケ
ル
ト
史
を
学
ぶ
日
々
、
マ
ー

ト
ン
・
コ
レ
ッ
ジ
の
一
日
、
女
王
陛
下

と
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
・
テ
ィ
ー
、
人
生

で
い
ち
ば
ん
緊
張
し
た
日…

。
女
性
皇

族
と
し
て
初
め
て
海
外
で
博
士
号
を
取

得
し
た
彬
子
女
王
の
涙
と
笑
い
の
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
留
学
報
告
。

　
地
球
の
平
均
気
温
が
２
℃
あ
が
る
と
、

環
境
災
害
が
は
じ
ま
る
。
地
球
の
気
温

上
昇
を
と
め
ろ
！
地
球
温
暖
化
に
よ
る

環
境
の
変
化
が
も
た
ら
す
生
き
も
の
た

ち
へ
の
重
大
な
危
機
を
、
絵
で
直
感
的

に
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
た
絵
本
。

　「
思
い
や
り
の
心
や
豊
か
な
感
性
を

育
む「
和
」の
お
け
い
こ
、「
茶
道
」「
華

道
」。
は
じ
め
て
茶
道
や
華
道
を
習
う

小
学
生
に
向
け
て
、
き
ほ
ん
や
歴
史
、

所
作
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
指
南
す
る
。

　
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
で
っ
ち
あ
げ

る
や
つ
、
友
だ
ち
の
お
金
を
自
分
の
も

の
に
す
る
や
つ…

。
お
じ
ぞ
う
さ
ん
に

手
を
合
わ
せ
、
ム
カ
つ
く
相
手
の
名
を

と
な
え
る
と
、
代
わ
り
に
こ
ら
し
め
て

く
れ
る
!?
こ
わ
く
て
面
白
い
短
編
全
３

話
を
収
録
。

　
戦
後
日
本
で
は
人
々
は
雑
誌
で
小
説

を
読
み
、
数
多
く
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
が

生
ま
れ
た
。
昭
和
20
年
代
か
ら
40
年
代

に
か
け
て
隆
盛
し
た
純
文
学
と
大
衆
小

説
の
間
の
存
在
で
あ
る
中
間
小
説
の
誕

生
か
ら
、読
者
層
の
形
成
、市
場
が
確
立
、

拡
大
す
る
ま
で
を
さ
ぐ
る
。

●
赤
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な
し
会

を
親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
８
月
６
日（
火
）10
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階

　
　
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
夜
の
こ
わ
ー
い
お
は
な
し
会

　
い
つ
も
と
違
う
、
真
っ
暗
な
図
書
館

で
こ
わ
ー
い
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
。

熱
い
夏
に
ヒ
ヤ
ッ
と
し
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
８
月
21
日（
水
）19
時
15
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階
　

　
　
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
大
人
と
子
ど
も
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ

　
大
人
の
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
に
な
り
ま
す
。

日
時
　
８
月
22
日（
木
）10
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階

　
　
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●「
戦
争
の
お
話
を
語
る
会
」

　
戦
争
の
体
験
談
な
ど
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
時
　
８
月
24
日（
土
）10
時
〜

場
所
　
町
中
央
公
民
館
１
階

　
　
　
特
別
会
議
室

講
師
　
株
式
会
社
貝
沼
精
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
沼
　
義
一
氏

　
　
　
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
吉
一
氏

　
　
　
大
垣
空
襲
を
語
る
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
正
一
氏

定
員
　
50
人

■問
■申
　
町
図
書
館
　
☎
33-

０
２
１
５

  

　
　
　
町
中
央
公
民
館
　
☎
32-

１
２
８
１

●
開
館
時
間
の
延
長（
夏
季
期
間
）

　
図
書
館
の
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

期
間
　
８
月
22
日（
木
）ま
で

時
間
　
９
時
〜
19
時
　

●
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
蔵
書
点
検
の
た
め
、
左
記
期
間
臨
時

休
館
し
ま
す
。

期
間
　
９
月
１
日（
日
）〜
５
日（
木
）

　
休
館
中
は
本
の
貸
し
出
し
や
閲
覧
な

ど
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
本
の
返
却
は
返

却
ボ
ッ
ク
ス
に
て
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

特定健診はもう受診しましたか？
　特定健診は、あなたが生活習慣病（糖尿病・高血圧症・脂質異常症など）に近づいていないかを早期発見するための重要
な健診です。症状が現れにくい病気だからこそ、健診を毎年受診し続けることで、体の変化に素早く気付くことができま
す。前回は異常がなかったからと健診を先延ばしにしてしまうと知らぬ間に悪化していることも考えられます。一年に一
度、自分のためだけでなく家族のためにも特定健診・特定保健指導をぜひ受診しましょう。　

■対象者　　40歳から74歳までの養老町国民健康保険加入者（人間ドックの助成を受ける人は対象外となります）
■実施場所　町内医療機関、町保健センター（12月４日(水)）、池辺公民館（12月５日(木)）
　　　　　　※町保健センターと池辺公民館では、大腸がん検診も同時に受診できます。詳細は保健センターへお問い合

わせください。
■受診期間　５月20日～８月31日（この期間に受診できない場合でも12月28日まで受診可能です）
■持ち物　　・受診票（対象者にはオレンジ色の封筒にてすでに送付しています）
　　　　　　・国民健康保険被保険者証

※受診票の再発行は住民環境課または町保健センターまで

人間ドックを受診した人は
　養老町国民健康保険に加入中の40歳から74歳までの人で、特定健診を受けずに人間ドックを受診した場合は、人間ドッ
ク検査料の助成を受けられます。対象者は住民環境課で申請してください。

■対象者　　・養老町国民健康保険加入中の40歳から74歳までの人 ・今年度の特定健診を受診していない人
　　　　　　・人間ドックの受診日から６カ月以内の人　　　　　  ・検査項目が特定健診の検査項目を満たしている人
　　　　　　・国民健康保険税の未納がない人　　　　　　　　　  ・他の医療保険からの助成を受けない人
■必要書類　・養老町国民健康保険被保険者証・人間ドック検査料領収書 ・人間ドック検査結果表
　　　　　　・印鑑（朱肉を使用するもの）　　・振込先のわかるもの
■助成金額　人間ドック検査料の半額とし、上限２万円

子宮頸がん予防接種のキャッチアップ接種について
○キャッチアップ接種について
　平成９年度から平成19年度に生まれた（誕生日が1997年４月２日から2008年４月１日）女性の中に、通常の子宮頸がんワク
チンの定期接種の対象年齢（小学校６年から高校１年相当）の間に接種を逃した人がいます。※標準的な接種年齢は中学１年生で
す。
　まだ接種を受けていない人に対し、あらためて子宮頸がんワクチン接種の機会を提供しています。

○ワクチンの種類について
※原則１回目に接種したワクチンを引き続き接種します。
・サーバリックス（２価ワクチン）
・ガーダシル（４価ワクチン）
・シルガード９（９価ワクチン）※令和５年４月より定期接種のワクチンとなりました。

○接種期限・料金について
令和７年３月31日まで無料で接種できます。
（ワクチン接種は合計３回で、完了するまでに約６カ月かかるため、接種を希望する人は今年の９月までに接種を開始し
ていただくようにご検討ください）

詳しくは、厚生労働省ホームページをご参照ください。

■問 住民環境課　　　☎32-1104
　 町保健センター　☎32-9025

■問 町保健センター　☎32-9025

厚生労働省
ホームページ
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　６月16日（日）に町中央公民館駐車場にて、消防団員の消防操法技術の向上と士気の高揚を図るとともに、火災
の発生時に迅速かつ適切な消防活動を確保することを目的として「養老郡消防操法競練会」を開催しました。町内各
分団（全９分団）が日頃から訓練を重ねてきた小型ポンプ操法を実施し、気合いの入った操法を披露しました。
　閉会式の中では、10月27日（日）に岐阜県消防学校で開催される「消防感謝祭　第73回岐阜県消防操法大会」に郡
代表として出場する中部ブロックを代表して細川雅充本部長による宣誓があった後、来賓や他の分団の消防団員か
ら激励の言葉が送られ、出場者の健闘を祈りました。
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を
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トマたま丼〈主食、主菜、副菜〉

　１日は朝食からスタートするといっても過言ではありませ
ん。１日を元気に過ごすための、栄養バランスが良く、時短・
簡単・手ごろな朝ごはんメニューです。高温、多湿が続くこの
時期、食中毒予防のため、調理した食品はできるだけ早く食べ
ましょう。

材料（１人分）

ごはん ・・・・・・・150g
トマト・・・・・・・・１個
ツナ缶・・・・ 小１／２缶

卵・・・・・・・・・・１個
塩・こしょう ・・ 各少々

①　トマトは一口大に切って、耐熱皿に入れる。
②　①の上にツナ缶を広げてのせ、塩、こしょうする。
③　卵を溶いて、②にまんべんなくかける。
④　ラップをして電子レンジ600Ｗで２分加熱する。
⑤　器にご飯を盛り、④をのせる。たんぱく質

15.0g
脂質
13.3g

カルシウム
43㎎

食塩相当量
1.2g

野菜摂取量
200g

エネルギー
446kcal

●１人分栄養量

作り方

栄養教室（食生活改善推進員養成講座）の参加者を募集します
　食を通じた健康づくりのための知識や、調理実習などを仲間と一緒に楽しく学びます。食生活改善推進員として仲間と
ともに調理実習などの地域活動を通して地域へ食育の輪を広げてみませんか。ご自身や家族のための参加もお待ちしてい
ます。

〇日　時　　９時30分～12時30分

〇場　所　　町中央公民館２階　第３会議室　調理室
〇対　象　　20歳以上で今までに栄養教室を受講したことがない人
〇定　員　　16人
〇受講料　　1,800円（調理実習代６回分を初回に徴収します）
〇申　込　　８月16日（金）までに町保健センターへ電話にてお申し込みください。

日にち 内容 調理実習テーマ

８月30日（金） 食中毒撃退法 満点朝ごはん

９月27日（金） バランスよい食事について 骨を丈夫にする

10月18日（金） 高血圧予防について おいしい減塩

11月７日（木） 糖尿病予防について からだにやさしい

11月29日（金） 日常生活で運動量アップ らくらく野菜たっぷり

12月19日（木） これからの健康づくり 卒業パーティ

■問 町保健センター　☎32-9025

野菜を食べよう! ＋ 食塩は控えめに

ランチでも、
たっぷり野菜・しっかり減塩
　昼食の平均野菜摂取量は64gです。昼食時に120g以上
の野菜摂取を心がけ、目標の野菜摂取350g以上を目指し
ましょう。
　野菜をたくさん食べる際に、調味料を使いすぎると食塩
摂取量も増えがちです。減塩にも心がけましょう！

摂取量

目標量

264g

350g以上

野菜 食塩

9.1g

7g以下

岐阜県の食生活状況は? （令和４年度県民栄養調査結果より）

+86g+86g -2.1g-2.1g

ぎふ食と健康応援店
岐阜県では県民の皆さまの健康づくりを応援して
いただけるお店を「ぎふ食と健康応援店」として
登録しています。１日の野菜1/3以上が食べられる
野菜たっぷりメニューのお店も紹介しています。

岐阜県公式
ホームページ

ぎふ野菜ファーストのインスタグラム
手軽に野菜がとれるレシピや、
野菜ファーストイベントを紹介しています。
是非フォローしてチェック！ インスタグラム

岐阜県西濃保健所・町保健センター
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（g） 食事区分別野菜摂取量（間食除く） 朝食
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８月31日はやさいの日 熱
中
症
に
注
意

地域を守る火消したちの祭典

消防消防
だよりだより
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成人の相談・検診
区分 行事名 実施日 場　所 対　象 備　考

風しんの抗体検査および予防接種
内容 対　象 料　金 実施期限 備　考

乳幼児などの定期予防接種（接種場所：町内指定医療機関など） ※予防接種は通年実施しています。

休日診療医療機関（８月４日～９月８日） 　

８月４日
（日）

西美濃厚生病院
☎32－1161

西美濃厚生病院
☎32－1161

８月18日
（日）

８月25日
（日）

野村内科
☎34-0017

９月１日
（日）

さくまクリニック
☎33-0117

西美濃厚生病院
☎32－1161

８月12日
（月・祝）

半田眼科
☎32－0321

木村医院
☎32－0063

大晃堂内科
☎32-0328

８月11日
（日）

９月８日
（日）

【診療時間】９時～16時30分　　　【持ち物】保険証、受診料　　　◆一部変更の場合があります。
＊西美濃厚生病院では表とは別に休日および夜間の救急診療を行っています。

○救急電話相談（24時間365日対応）
 救急安心センターぎふ　 ・携帯電話、プッシュ回線からは局番なしの ＃7119

・ ダイヤル回線、IP電話、つながらない時は ☎058-265-0009
　（※岐阜県内に居住または滞在している人に限ります）

　 夜間・休日の受診についての相談 ●

町保健センター

町保健センター

日吉公民館

町内医療機関

上多度公民館
（上多度プラザ）

笠郷公民館
（就業改善センター）

町内在住の人健康相談
相
　談

検
　
　診

【予約不要】
・心身の悩みや健診結果、食事などの相談
・ベジチェックによる推
定野菜摂取量の測定

【申込方法】
希望する人は町保健セン
ターへ電話で申し込みく
ださい。
（健康診査申込票で申し
込みした人は不要）

実施日の２週間前に案内
を送付します。

※申込状況によっては、
ご希望に沿えない場
合があります。

　ご了承ください。

希望する人は町保健セン
ターへ電話でお申し込み
ください。

【申込方法】
希望する人は町保健セン
ターへ電話で申し込みく
ださい。
（健康診査申込票で申し
込んだ人は不要）

９月18日(水)

９月19日(木)

昭和24年８月31日
までに生まれた男性

昭和24年８月31日
までに生まれ過去
に検査を受けたこ
とがない人

40歳以上の人

（前年度胃内視鏡
検査を受診した人
は、胃X線検査、胃
内視鏡検査いずれ
も受診することは
できません）

胃・大腸・肺がん検診
●料金・検査方法

胃がん検診       500円
（胃部Ｘ線検査） 

大腸がん検診　 500円
（便潜血反応検査）

肺がん検診　　 500円
（胸部X線のみ100円）
（胸部X線検査、喀痰検査）

●受付時間
　８時30分～ 11時

※９月18日は13時～ 15
時も実施（ただし、胃部
Ｘ線検査は実施しませ
ん）

肝炎ウイルス検診
●料金　　　無料
●検診内容　血液検査

胃がんリスク検診
●料金　　　1,500円
●検診内容　血液検査

前立腺がん検診
●料金　　　1,500円
●検診内容　血液検査

９月２日(月) ～
10月12日(土)

（日曜日、祝日、休診日など
は除く）

８月５日(月)・９月２日(月)
●受付時間
　10時～11時30分

無料 令和７年３月31日風しんの抗体検査
および予防接種

対象者にはクーポン券
などを郵送しました。

昭和37年４月２日～
昭和54年４月１日生まれの男性
（クーポン券未使用者）

10月17日(木)

10月20日(日)

【大腸がん検診】
９月17日(火)・10月21日(月)

９月20日(金)

※対象はすべて町内在住者（住民登録者）です。

15時～16時

①医療機関が発行した妊娠届出書
②妊婦さん本人のマイナンバーカード（無い場合は通知カード、住民票の写しなど）
③妊婦さん本人の運転免許証またはパスポートなど
④妊婦さん本人の振込先金融機関口座のわかるもの（通帳・キャッシュカード）
⑤印鑑
⑥妊娠判定に要した受診費用の領収書および明細書（原本）
　※氏名、診察年月日、産科医療機関名が記載されたもの

※母子健康手帳交付時に出産応援ギフトの申請書などもお渡しします。
※「妊婦健康診査受診票」、「出産後に赤ちゃんが受ける検査に必要な書類」、「産婦健康診査受診票」なども交付します。
※上記の日時で都合が悪い場合や必要な持ち物が準備できない場合は、事前にご連絡ください。

８月16日（金）

９月６日（金）

母子健康手帳の交付（場所：町保健センター）
母子手帳の交付に必要な持ち物受付時間　日　時

13時20分～
14時

【実施時間】
10時～11時

10時30分～
11時30分

13時～14時

令和６年４月16日～
　　　　５月31日生まれ

乳幼児の発達・発育に不安
や悩みをもつ人

令和３年７月１日～
　　　　８月31日生まれ

令和４年７月１日～
　　　　８月31日生まれ

令和５年１月１日～
　　　　２月28日生まれ

令和５年10月16日～
　　　　11月30日生まれ

該当者には２週間前までに通知
します。

乳 児 健 診

1 0 か 月 児 健 診

１歳６か月児健診

２歳児歯科健診

３ 歳 児 健 診

育 児 相 談

健
　診

相
談

教
室

令和６年６月･７月･８月
妊娠届出者

マタニティ教室
内容：出産後の育児につ
いてなど

【要予約】
母子健康手帳を持参してください。

【申込期限】９月９日（月）

９月10日（火）

９月12日（木）

【実施時間】
10時～11時 離乳食乳児期の保護者

離 乳 食 学 級
内容：離乳食の進め方の
話など

【申込期限】８月30日（金）９月13日（金）

８月27日（火）
９月10日（火）

９月24日（火）

９月11日（水）

９月３日（火）

９月17日（火）

乳幼児の健診・相談など（場所：町保健センター）
区分 行事名 実施日 受付時間 対　　象 備　　考

対　  　　　　象 予診票の配布方法予防接種名

出生月翌月末に郵送します。

対象者に郵送しました。

乳児健診で配布します。
10か月児健診で配布します。

10か月児健診で配布します。
３歳児健診の案内に同封します。

満９歳到達時に郵送します。

対象者に郵送しました。

中学１年生の女子に郵送しました。

対象者に郵送しました。
接種期限：令和７年３月31日

【ﾛﾀﾘｯｸｽ】出生６週０日後～24週０日後の人
【ﾛﾀﾃｯｸ 】出生６週０日後～32週０日後の人
生後２カ月～60カ月未満の人

生後２カ月～90カ月未満の人

生後２カ月～90カ月未満の人

生後２カ月～60カ月未満の人

１歳未満の人

１歳未満の人

第１期：生後12カ月～24カ月未満の人
第２期：平成30年４月２日～平成31年４月１日
　　　　生まれの人
生後12カ月～36カ月未満の人
第１期：３歳～生後90カ月未満の人

第２期：９歳～13歳未満の人

11歳～13歳未満の人（小学６年生）

中学１年生～高校１年生相当の年齢の女子

ロ タ ウ イ ル ス 感 染 症

B 　 C 　 G

日 本 脳 炎

水 痘 （ 水 ぼ う そ う ）

四 　 種 　 混 　 合
ヒ 　 ブ

（第１・２期）
麻 し ん ・ 風 し ん

（ジフテリア・破傷風）

※１

※２

二 種 混 合

（子宮頸がん予防）
ヒトパピローマウイルス感染症

小 児 肺 炎 球 菌
Ｂ 型 肝 炎

（ジフテリア・百日せき･　
　 破傷風・不活化ポリオ）

五 種 混 合
（ジフテリア・百日せき･　
　 破傷風・不活化ポリオ・ヒブ）

※１＜日本脳炎予防接種について＞
平成16年４月２日～平成19年４月１日生まれで、第１・２期の接種が終わっていない人は20歳になるまで接種できます。

※２＜ヒトパピローマウイルス感染症予防接種について＞
平成９年４月２日～平成20年４月１日生まれで、接種が終わっていない女性は令和７年３月31日まで接種できます。
接種を終えるまで約半年かかりますので、希望される人は早めにご予約ください。

【４月１日より定期予防接種に追加】
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成人の相談・検診
区分 行事名 実施日 場　所 対　象 備　考

風しんの抗体検査および予防接種
内容 対　象 料　金 実施期限 備　考

乳幼児などの定期予防接種（接種場所：町内指定医療機関など） ※予防接種は通年実施しています。

休日診療医療機関（８月４日～９月８日） 　

８月４日
（日）

西美濃厚生病院
☎32－1161

西美濃厚生病院
☎32－1161

８月18日
（日）

８月25日
（日）

野村内科
☎34-0017

９月１日
（日）

さくまクリニック
☎33-0117

西美濃厚生病院
☎32－1161

８月12日
（月・祝）

半田眼科
☎32－0321

木村医院
☎32－0063

大晃堂内科
☎32-0328

８月11日
（日）

９月８日
（日）

【診療時間】９時～16時30分　　　【持ち物】保険証、受診料　　　◆一部変更の場合があります。
＊西美濃厚生病院では表とは別に休日および夜間の救急診療を行っています。

○救急電話相談（24時間365日対応）
 救急安心センターぎふ　 ・携帯電話、プッシュ回線からは局番なしの ＃7119

・ ダイヤル回線、IP電話、つながらない時は ☎058-265-0009
　（※岐阜県内に居住または滞在している人に限ります）

　 夜間・休日の受診についての相談 ●

町保健センター

町保健センター

日吉公民館

町内医療機関

上多度公民館
（上多度プラザ）

笠郷公民館
（就業改善センター）

町内在住の人健康相談
相
　談

検
　
　診

【予約不要】
・心身の悩みや健診結果、食事などの相談
・ベジチェックによる推
定野菜摂取量の測定

【申込方法】
希望する人は町保健セン
ターへ電話で申し込みく
ださい。
（健康診査申込票で申し
込みした人は不要）

実施日の２週間前に案内
を送付します。

※申込状況によっては、
ご希望に沿えない場
合があります。

　ご了承ください。

希望する人は町保健セン
ターへ電話でお申し込み
ください。

【申込方法】
希望する人は町保健セン
ターへ電話で申し込みく
ださい。
（健康診査申込票で申し
込んだ人は不要）

９月18日(水)

９月19日(木)

昭和24年８月31日
までに生まれた男性

昭和24年８月31日
までに生まれ過去
に検査を受けたこ
とがない人

40歳以上の人

（前年度胃内視鏡
検査を受診した人
は、胃X線検査、胃
内視鏡検査いずれ
も受診することは
できません）

胃・大腸・肺がん検診
●料金・検査方法

胃がん検診       500円
（胃部Ｘ線検査） 

大腸がん検診　 500円
（便潜血反応検査）

肺がん検診　　 500円
（胸部X線のみ100円）
（胸部X線検査、喀痰検査）

●受付時間
　８時30分～ 11時

※９月18日は13時～ 15
時も実施（ただし、胃部
Ｘ線検査は実施しませ
ん）

肝炎ウイルス検診
●料金　　　無料
●検診内容　血液検査

胃がんリスク検診
●料金　　　1,500円
●検診内容　血液検査

前立腺がん検診
●料金　　　1,500円
●検診内容　血液検査

９月２日(月) ～
10月12日(土)

（日曜日、祝日、休診日など
は除く）

８月５日(月)・９月２日(月)
●受付時間
　10時～11時30分

無料 令和７年３月31日風しんの抗体検査
および予防接種

対象者にはクーポン券
などを郵送しました。

昭和37年４月２日～
昭和54年４月１日生まれの男性
（クーポン券未使用者）

10月17日(木)

10月20日(日)

【大腸がん検診】
９月17日(火)・10月21日(月)

９月20日(金)

※対象はすべて町内在住者（住民登録者）です。

15時～16時

①医療機関が発行した妊娠届出書
②妊婦さん本人のマイナンバーカード（無い場合は通知カード、住民票の写しなど）
③妊婦さん本人の運転免許証またはパスポートなど
④妊婦さん本人の振込先金融機関口座のわかるもの（通帳・キャッシュカード）
⑤印鑑
⑥妊娠判定に要した受診費用の領収書および明細書（原本）
　※氏名、診察年月日、産科医療機関名が記載されたもの

※母子健康手帳交付時に出産応援ギフトの申請書などもお渡しします。
※「妊婦健康診査受診票」、「出産後に赤ちゃんが受ける検査に必要な書類」、「産婦健康診査受診票」なども交付します。
※上記の日時で都合が悪い場合や必要な持ち物が準備できない場合は、事前にご連絡ください。

８月16日（金）

９月６日（金）

母子健康手帳の交付（場所：町保健センター）
母子手帳の交付に必要な持ち物受付時間　日　時

13時20分～
14時

【実施時間】
10時～11時

10時30分～
11時30分

13時～14時

令和６年４月16日～
　　　　５月31日生まれ

乳幼児の発達・発育に不安
や悩みをもつ人

令和３年７月１日～
　　　　８月31日生まれ

令和４年７月１日～
　　　　８月31日生まれ

令和５年１月１日～
　　　　２月28日生まれ

令和５年10月16日～
　　　　11月30日生まれ

該当者には２週間前までに通知
します。

乳 児 健 診

1 0 か 月 児 健 診

１歳６か月児健診

２歳児歯科健診

３ 歳 児 健 診

育 児 相 談

健
　診

相
談

教
室

令和６年６月･７月･８月
妊娠届出者

マタニティ教室
内容：出産後の育児につ
いてなど

【要予約】
母子健康手帳を持参してください。

【申込期限】９月９日（月）

９月10日（火）

９月12日（木）

【実施時間】
10時～11時 離乳食乳児期の保護者

離 乳 食 学 級
内容：離乳食の進め方の
話など

【申込期限】８月30日（金）９月13日（金）

８月27日（火）
９月10日（火）

９月24日（火）

９月11日（水）

９月３日（火）

９月17日（火）

乳幼児の健診・相談など（場所：町保健センター）
区分 行事名 実施日 受付時間 対　　象 備　　考

対　  　　　　象 予診票の配布方法予防接種名

出生月翌月末に郵送します。

対象者に郵送しました。

乳児健診で配布します。
10か月児健診で配布します。

10か月児健診で配布します。
３歳児健診の案内に同封します。

満９歳到達時に郵送します。

対象者に郵送しました。

中学１年生の女子に郵送しました。

対象者に郵送しました。
接種期限：令和７年３月31日

【ﾛﾀﾘｯｸｽ】出生６週０日後～24週０日後の人
【ﾛﾀﾃｯｸ 】出生６週０日後～32週０日後の人
生後２カ月～60カ月未満の人

生後２カ月～90カ月未満の人

生後２カ月～90カ月未満の人

生後２カ月～60カ月未満の人

１歳未満の人

１歳未満の人

第１期：生後12カ月～24カ月未満の人
第２期：平成30年４月２日～平成31年４月１日
　　　　生まれの人
生後12カ月～36カ月未満の人
第１期：３歳～生後90カ月未満の人

第２期：９歳～13歳未満の人

11歳～13歳未満の人（小学６年生）

中学１年生～高校１年生相当の年齢の女子

ロ タ ウ イ ル ス 感 染 症

B 　 C 　 G

日 本 脳 炎

水 痘 （ 水 ぼ う そ う ）

四 　 種 　 混 　 合
ヒ 　 ブ

（第１・２期）
麻 し ん ・ 風 し ん

（ジフテリア・破傷風）

※１

※２

二 種 混 合

（子宮頸がん予防）
ヒトパピローマウイルス感染症

小 児 肺 炎 球 菌
Ｂ 型 肝 炎

（ジフテリア・百日せき･　
　 破傷風・不活化ポリオ）

五 種 混 合
（ジフテリア・百日せき･　
　 破傷風・不活化ポリオ・ヒブ）

※１＜日本脳炎予防接種について＞
平成16年４月２日～平成19年４月１日生まれで、第１・２期の接種が終わっていない人は20歳になるまで接種できます。

※２＜ヒトパピローマウイルス感染症予防接種について＞
平成９年４月２日～平成20年４月１日生まれで、接種が終わっていない女性は令和７年３月31日まで接種できます。
接種を終えるまで約半年かかりますので、希望される人は早めにご予約ください。

【４月１日より定期予防接種に追加】
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県広報は県公式ウェブサイト、広報紙ポータルサイト「マイ広報
紙」・「岐阜イーブックス」、広報紙アプリ「マチイロ」でも公開中！
※掲載している二次元コードは、スマートフォンの機種やアプリ
などによって、読み込めない場合があります

アイコン
説 明

募 集 その他資格・研修催 し情報ボックス

058（278）2506FAX☎058（272）1111（代）

岐阜県広報
岐阜県からのお知らせ

点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と音声用のテキストデータの配信もあります
この情報は令和6年7月2日現在のものです。
この紙面に関するお問い合わせは、県庁広報課まで

広報紙をPC・スマホで
@マイ広報紙

マチを好きになるアプリ
@マチイロ

電子書籍ポータルサイト
@岐阜イーブックス

スマホやタブレットで
広報紙が読める

■問 養老公園事務所　☎32-0501

10時～11時30分
（相談時間30分
程度）

町地域包括支援
センター
（町保健センター
２階）

町地域包括支援
センター
（町保健センター
２階）

８月30日（金）

『もの忘れ・認知症個別相談』のお知らせ

９月５日（木）

９月10日（火） 不要

日にち 時　間 場　所 内　容

・認知症地域支援推進員が認知症に関
　する疑問・介護方法などについて個
　別に相談を受けます。

申込期限

日にち 時　間 場　所 内　容 申込

『タッチパネルでもの忘れチェック』のお知らせ

町地域包括支援センターでは、認知症や介護の相談に応じています。いつでもご相談ください。

●対象者　町内在住の人

●対象者　もの忘れや認知症が心配な人やその家族

10時～11時30分

・もの忘れが始まっている可能性について、点数
で判定できる機器を使用し、５項目の質問に対
話方式で答えていただきます。１人あたり５分
程度です。

※このチェックは、認知症を診断するものではあ
りません。認知症の診断には、医療機関の受診
が必要です。

■問 町地域包括支援センター　☎33-0270

第９回在宅医療町民公開講座を開催します。

日　時　８月17日（土）　開場：13時30分　開演：14時～
会　場　町民会館
参加費　無料（申込不要）
内　容　講演：『がんを抱えて生きることを支える緩和ケア』　
　　　　ＪＡ岐阜厚生連　岐阜・西濃医療センター　西濃厚生病院　緩和ケアセンター長
　　　　小田切　拓也　医師
主　催　養老町在宅医療・介護連携推進協議会

問 町地域包括支援センター
☎33-0270　養老町石畑523

申地域包括支援センターからのお知らせ

養老公園からのお知らせ養老公園からのお知らせ

広報ようろう　2024.8.125 広報ようろう　2024.8.1 24
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県広報は県公式ウェブサイト、広報紙ポータルサイト「マイ広報
紙」・「岐阜イーブックス」、広報紙アプリ「マチイロ」でも公開中！
※掲載している二次元コードは、スマートフォンの機種やアプリ
などによって、読み込めない場合があります

アイコン
説 明

募 集 その他資格・研修催 し情報ボックス

058（278）2506FAX☎058（272）1111（代）

岐阜県広報
岐阜県からのお知らせ

点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と音声用のテキストデータの配信もあります
この情報は令和6年7月2日現在のものです。
この紙面に関するお問い合わせは、県庁広報課まで

広報紙をPC・スマホで
@マイ広報紙

マチを好きになるアプリ
@マチイロ

電子書籍ポータルサイト
@岐阜イーブックス

スマホやタブレットで
広報紙が読める

■問 養老公園事務所　☎32-0501

10時～11時30分
（相談時間30分
程度）

町地域包括支援
センター
（町保健センター
２階）

町地域包括支援
センター
（町保健センター
２階）

８月30日（金）

『もの忘れ・認知症個別相談』のお知らせ

９月５日（木）

９月10日（火） 不要

日にち 時　間 場　所 内　容

・認知症地域支援推進員が認知症に関
　する疑問・介護方法などについて個
　別に相談を受けます。

申込期限

日にち 時　間 場　所 内　容 申込

『タッチパネルでもの忘れチェック』のお知らせ

町地域包括支援センターでは、認知症や介護の相談に応じています。いつでもご相談ください。

●対象者　町内在住の人

●対象者　もの忘れや認知症が心配な人やその家族

10時～11時30分

・もの忘れが始まっている可能性について、点数
で判定できる機器を使用し、５項目の質問に対
話方式で答えていただきます。１人あたり５分
程度です。

※このチェックは、認知症を診断するものではあ
りません。認知症の診断には、医療機関の受診
が必要です。

■問 町地域包括支援センター　☎33-0270

第９回在宅医療町民公開講座を開催します。

日　時　８月17日（土）　開場：13時30分　開演：14時～
会　場　町民会館
参加費　無料（申込不要）
内　容　講演：『がんを抱えて生きることを支える緩和ケア』　
　　　　ＪＡ岐阜厚生連　岐阜・西濃医療センター　西濃厚生病院　緩和ケアセンター長
　　　　小田切　拓也　医師
主　催　養老町在宅医療・介護連携推進協議会

問 町地域包括支援センター
☎33-0270　養老町石畑523

申地域包括支援センターからのお知らせ

養老公園からのお知らせ養老公園からのお知らせ
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※ 定 休 日：日 曜 日

営 業 時 間 9：00～18：00
祝 日 9：00～12：00

（　　　　　）

■問 総務課　☎32-1101

各種相談無料でできます
連絡先相談種類 相談日 時間

人権相談 13時～16時 健康福祉課
☎32－1105町老人福祉センター

行政相談
（行政への苦情などを受けます） 13時～16時 総務課

☎32－1101町老人福祉センター

心配ごと相談 13時～16時 町社会福祉協議会
☎34－3504町老人福祉センター

定期職業相談
13時30分～
15時30分 町福祉センター

☎32－1147
町福祉センター

場所

法律相談
（弁護士が相談を受けます）

要予約

８月21日(水)

８月６日（火）
９月10日（火）

８月５日(月)・19日(月)
９月２日(月)

８月２日(金)
９月６日(金)

８月14日(水)・21日（水）
９月11日(水)

８月14日(水)
９月11日(水)

８月15日(木) 13時～15時 町社会福祉協議会
☎34－3504町老人福祉センター

消費生活相談
（消費生活相談員が相談を受けます）

10時～12時
13時～15時

産業観光課
☎32－1108産業観光課

随時
メールでご相談ください(申込先メールアドレス：yoro@yorocon.com) 

マリサポメール相談室
（婚活相談会）

子ども課
☎32－5078

要予約

中小企業経営相談窓口
県よろず支援拠点による

都合により、予定が変更となる場合があります。

要予約ひきこもり相談
発達障がい支援相談

13時30分～15時
終了時間は変更す
る場合があります

健康福祉課
☎32－1105

町中央公民館　第1会議室

養老町での相談窓口は３月をもって終了し、４月以降はOKBふれあい会館10階（☎058-277-
1088）に変更となりました。

６月より月に１回開催（第１金曜日のみ）となりました。

　町では、防災行政無線の放送内容を聞くことができる戸別受信機を有償で貸与します。
【お知らせする内容】
・大雨、地震や火災などの災害情報　・町や学校などからの行政情報
・朝と夕の定時放送（受信確認のため、７時にチャイムと17時に音楽を鳴らします）

【申請方法など】
〇対象者　養老町に住民登録のある世帯で、１世帯につき１台まで
〇金　額　１台につき１万円（貸与時）
　　　　　※65歳以上でかつ単独世帯の人などへは５千円で貸与します。詳しくはご相談ください。
〇申請方法
　（１）総務課に申請書を提出してください。
　　　申請書は、総務課に備え付け、または町ホームページよりダウンロードできます。
　（２）申請書受付後、納付書を申込者に郵送します。
　（３）代金の納付が確認できましたら、総務課にて戸別受信機をお渡しします。
〇注意事項
　・戸別受信機の数には限りがあります。予定数になり次第、受付を終了します。
　・戸別受信機の使用に伴う電気料金や乾電池代などの維持費用は自己負担です。

【その他】
　・防災アプリ「養老町防災行政情報」やメール配信サービス「あんしん防災ネット」でも防災行政無線の放送内容を確認

することができます。
期日までに忘れずに納めましょう

＊口座振替日は９月２日（月）です。

（
６
月
１
日
〜
30
日
受
付
分
、敬
称
略
）

◆町県民税　　　　　　　　　　　　２期分
◆国民健康保険税　　　　　　　　　４期分
◆介護保険料　　　　　　　　　　　３期分
◆後期高齢者医療保険料　　　　　　２期分
◆水道使用料・下水道使用料・
　農業集落排水使用料・住宅使用料　８月分

お
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く
や
み

ご
結
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人
人
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女
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…
…
…
…

人　
人　
人　
世帯

26,142
12,942
13,200
10,409

（－34）
（－9）
（－25）
（＋8）

編　集　後　記
　今月号の表紙を飾る「農業用水路で泥まみれになって
生き物を捕まえている子どもたち」の写真を撮るために、
自らもスーツを泥まみれにしながら取材したのですが、
足元の状態も非常に悪く、満足のいく一枚が撮れませ
んでした。取材の話が来たときに表紙はこれだ！と、
高を括っていただけにとても焦りました。結果として、
捕まえた生き物を仲良く観察している３人組のいい写
真が撮れたので満足していますが、田んぼでの取材を
甘く見ていたと反省することとなりました。     　Ｍ・Ｏ
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人口の動き
令和6年6月30日現在　（　）内は前月比

情報伝達手段 放送内容

防災行政無線

　町内に設置してある防災行政無線（戸別受信機も含む）から、一斉に、次のように放送されます。
【放送内容】
　　上りチャイム音
＋　「これは、Ｊアラートのテストです」×３
＋　「こちらは、こうほうようろうです」
＋　下りチャイム音

※Jアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達試験を行います。この試験は、全国瞬時警報システム
（Ｊアラート）(※)を用いた試験で、養老町以外の地域でも様々な手段を用いて情報伝達試験が行われます。
（１）試験実施日時　８月 28日（水）11時ごろ
（２）試験で行う放送試験

防災行政無線「戸別受信機」を有償貸与します

防災行政無線などを用いた情報伝達試験の実施

iPhone版 Android版

フィーチャーフォン
（ガラケー）

PC/スマートフォン

防災アプリ
「養老町防災行政情報」

防災情報メール配信
「あんしん防災ネット」
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※ 定 休 日：日 曜 日

営 業 時 間 9：00～18：00
祝 日 9：00～12：00

（　　　　　）

■問 総務課　☎32-1101

各種相談無料でできます
連絡先相談種類 相談日 時間

人権相談 13時～16時 健康福祉課
☎32－1105町老人福祉センター

行政相談
（行政への苦情などを受けます） 13時～16時 総務課

☎32－1101町老人福祉センター

心配ごと相談 13時～16時 町社会福祉協議会
☎34－3504町老人福祉センター

定期職業相談
13時30分～
15時30分 町福祉センター

☎32－1147
町福祉センター

場所

法律相談
（弁護士が相談を受けます）

要予約

８月21日(水)

８月６日（火）
９月10日（火）

８月５日(月)・19日(月)
９月２日(月)

８月２日(金)
９月６日(金)

８月14日(水)・21日（水）
９月11日(水)

８月14日(水)
９月11日(水)

８月15日(木) 13時～15時 町社会福祉協議会
☎34－3504町老人福祉センター

消費生活相談
（消費生活相談員が相談を受けます）

10時～12時
13時～15時

産業観光課
☎32－1108産業観光課

随時
メールでご相談ください(申込先メールアドレス：yoro@yorocon.com) 

マリサポメール相談室
（婚活相談会）

子ども課
☎32－5078

要予約

中小企業経営相談窓口
県よろず支援拠点による

都合により、予定が変更となる場合があります。

要予約ひきこもり相談
発達障がい支援相談

13時30分～15時
終了時間は変更す
る場合があります

健康福祉課
☎32－1105

町中央公民館　第1会議室

養老町での相談窓口は３月をもって終了し、４月以降はOKBふれあい会館10階（☎058-277-
1088）に変更となりました。

６月より月に１回開催（第１金曜日のみ）となりました。

　町では、防災行政無線の放送内容を聞くことができる戸別受信機を有償で貸与します。
【お知らせする内容】
・大雨、地震や火災などの災害情報　・町や学校などからの行政情報
・朝と夕の定時放送（受信確認のため、７時にチャイムと17時に音楽を鳴らします）

【申請方法など】
〇対象者　養老町に住民登録のある世帯で、１世帯につき１台まで
〇金　額　１台につき１万円（貸与時）
　　　　　※65歳以上でかつ単独世帯の人などへは５千円で貸与します。詳しくはご相談ください。
〇申請方法
　（１）総務課に申請書を提出してください。
　　　申請書は、総務課に備え付け、または町ホームページよりダウンロードできます。
　（２）申請書受付後、納付書を申込者に郵送します。
　（３）代金の納付が確認できましたら、総務課にて戸別受信機をお渡しします。
〇注意事項
　・戸別受信機の数には限りがあります。予定数になり次第、受付を終了します。
　・戸別受信機の使用に伴う電気料金や乾電池代などの維持費用は自己負担です。

【その他】
　・防災アプリ「養老町防災行政情報」やメール配信サービス「あんしん防災ネット」でも防災行政無線の放送内容を確認

することができます。
期日までに忘れずに納めましょう

＊口座振替日は９月２日（月）です。

（
６
月
１
日
〜
30
日
受
付
分
、敬
称
略
）

◆町県民税　　　　　　　　　　　　２期分
◆国民健康保険税　　　　　　　　　４期分
◆介護保険料　　　　　　　　　　　３期分
◆後期高齢者医療保険料　　　　　　２期分
◆水道使用料・下水道使用料・
　農業集落排水使用料・住宅使用料　８月分
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編　集　後　記
　今月号の表紙を飾る「農業用水路で泥まみれになって
生き物を捕まえている子どもたち」の写真を撮るために、
自らもスーツを泥まみれにしながら取材したのですが、
足元の状態も非常に悪く、満足のいく一枚が撮れませ
んでした。取材の話が来たときに表紙はこれだ！と、
高を括っていただけにとても焦りました。結果として、
捕まえた生き物を仲良く観察している３人組のいい写
真が撮れたので満足していますが、田んぼでの取材を
甘く見ていたと反省することとなりました。     　Ｍ・Ｏ
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人口の動き
令和6年6月30日現在　（　）内は前月比

情報伝達手段 放送内容

防災行政無線

　町内に設置してある防災行政無線（戸別受信機も含む）から、一斉に、次のように放送されます。
【放送内容】
　　上りチャイム音
＋　「これは、Ｊアラートのテストです」×３
＋　「こちらは、こうほうようろうです」
＋　下りチャイム音

※Jアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達試験を行います。この試験は、全国瞬時警報システム
（Ｊアラート）(※)を用いた試験で、養老町以外の地域でも様々な手段を用いて情報伝達試験が行われます。
（１）試験実施日時　８月 28日（水）11時ごろ
（２）試験で行う放送試験

防災行政無線「戸別受信機」を有償貸与します

防災行政無線などを用いた情報伝達試験の実施

iPhone版 Android版

フィーチャーフォン
（ガラケー）

PC/スマートフォン

防災アプリ
「養老町防災行政情報」

防災情報メール配信
「あんしん防災ネット」
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養老町の子育て支援アプリ

養老町の子育てサイト

乗って守ろう
養老鉄道

妊娠から出産、育児までを
フルサポート！

子育てに関する情報が満載！

養老町防災行政情報
■養老町防災アプリ

養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
の

開
催
予
定

主
な
養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念

冠
事
業（
町
主
催
）の
開
催
予
定

養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念
冠
事
業

・補
助
事
業
の
開
催
予
定

■
開
催
日
　
11
月
３
日（
日
）

■
場
　所
　
養
老
町
民
会
館

■
開
催
日
　
８
月
31
日（
土
）

■
場
　所
　
養
老
公
園
第
３
駐
車
場

■
開
催
日
　
９
月
６
日（
金
）ま
で

　
　
　
　
　※

一
部
、
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月
22
日（
日
）ま
で

■
開
催
日
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月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

■
場
　所
　
町
総
合
体
育
館
お
よ
び
そ
の
周
辺

■
開
催
日
　
11
月
17
日（
日
）

■
場
　所
　
養
老
町
民
会
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■
開
催
日
　
８
月
14
日（
水
）

■
場
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広
幡
ふ
れ
あ
い
セ
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広
幡
公
民
館

■
主
催
者
　広
幡
地
域
自
治
町
民
会
議

■問
☎
33

－

０
０
１
７

記
念
イ
ベ
ン
ト
　
養
老
薪
能

養
老
フ
ェ
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タ

家
族
の
絆
　
愛
の
詩

記
念
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典 

広
幡
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れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

開
館
１
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

広
幡
地
区
盆
踊
り
大
会

“養
老
鉄
道
百
景
”ポ
ス
タ
ー

・
絵
画
・
写
真
展
２
０
２
４

あんしん防災ネット
■養老町の防災情報メール配信

　５月下旬から６月上旬にかけて、町内小・中学
校において、運動会と体育大会が開催されました。
　高田中学校では「声～限界を越え、笑顔でやり
きる～」をスローガンに掲げ、出場する競技には
全力で臨み、出場しない競技では声を出して出場
選手を応援しました。体育大会の後は、全員が全
力を出し切り、勝ち負けに関係なく笑顔を浮かべ
ていました。

全力出し切り、浮かべた笑顔

　７月16日（火）に池辺小学校の４年生児童が、県西濃農林事務所実施の「ぎふ田んぼの学校活動事業」において、県水産研究所研究員
らの指導のもと、小学校付近の農業用水路にて生き物を捕まえました。スジシマドジョウやナマズなど、捕まえた生き物を図鑑を見
ながら種類ごとに分け、細かく観察しました。
　児童は興味津々で水質検査や生き物の観察を行い、農業や田んぼが果たす役割や、多様な生き物が生息できる環境の大切さについ
て学びました。

田んぼで
　　生き物捕まえた!
田んぼで
　　生き物捕まえた!
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